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Ⅰ 研究目的 


小学校社会科においては，社会的事象を観察，調査し，各種の資料を効果的に活用し，調べたこ


とを表現するとともに，社会的事象の特色や相互の関連，その意味について考える力を育てるよう


にすることが求められている。 


しかし，児童の実態を平成17・18年度の学習定着度状況調査の結果等から分析してみると，社会


的事象の事実の把握に止まり，社会的事象の意味までとらえているとは言い難く，社会的な思考力


が十分に育っていない状況にある。この要因として，第一に，調べたことが知識面の事実認識で終


わってしまうことが多く，社会的事象を比較したり関連させたりして，その結び付きを多面的・多


角的に考えさせる場面が少ないこと。第二に，児童が学習の過程で身に付けた知識や考え等を振り


返り，社会的事象に対して自分の考えをもたせる指導が十分でなかったことが考えられる。 


このような状況を改善するためには，指導過程の各段階において児童一人一人が社会的事象を相


互に比較・関連させることができるように，思考過程を図解化し整理する思考ツールを取り入れ，


多面的・多角的な思考活動をうながすことが必要である。加えて，各段階において使用した思考ツ


ールを基に学びを振り返る場面を指導過程に位置付け，社会的事象に対する自分の考えをまとめさ


せる必要がある。 


そこで，本研究は，児童一人一人が社会的事象の意味をとらえるための思考ツールを取り入れた


指導過程の工夫をとおして，社会的な思考力を高める指導について明らかにし，小学校社会科の学


習指導の改善に役立てようとするものである。 


 


Ⅱ 研究仮説 


小学校社会科の学習指導において，以下のような力を高めるために，指導過程の各段階で，思考


過程を図解化する思考ツールの活用を取り入れれば，社会的な思考力を高めることができるであろ


う。 


○ つ か む 段 階・・・資料から分かった事実や疑問点を明らかにする力 


○ 調べ深める段階・・・事実と事実の関連性を明らかにし，様々な側面から考える力 


○  まとめる段階・・・思考過程を振り返り，学んだことを基に自分なりに価値をとらえる力 


 


Ⅲ 研究の内容と方法 


 １ 研究の内容と方法 


(1)  小学校社会科における社会的な思考力を高める指導に関する基本構想の立案（文献法） 


(2) 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察（質問紙法） 


(3)  小学校社会科における社会的な思考力を高める指導についての手だての試案の作成（文献法） 


(4)  授業実践及び実践結果の分析と考察（授業実践，記録法，テスト法，質問紙法） 


(5)  小学校社会科における社会的な思考力を高める指導に関する研究のまとめ 


２  授業実践の対象 


二戸市立福岡小学校 第５学年 １学級（男18名 女17名 計35名） 


 


Ⅳ 研究結果の分析と考察 


１ 小学校社会科における社会的な思考力を高める指導に関する基本構想 


(1)  小学校社会科における社会的な思考力を高める指導に関する基本的な考え方 
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  ア 小学校社会科における社会的な思考力とは 


小学校社会科の学習指導要領では，能力に関する目標の中で社会的な思考力・判断力について，


第３学年及び第４学年では，社会的事象の特色や相互の関連を考える力を，第５学年では，社会


的事象の意味について考える力を，第６学年では，社会的事象の意味をより広い視野から考える


力を育てるようにすることとある。岡明（2000）は「社会的事象」を社会科で子どもたちが観察


し，理解し，説明する対象となるものと定義している。また，「社会的事象の意味を考える」と


は，社会的事象に込められた人々の意図や目的，願い，工夫や努力について考えることと定義し


ている。この考える力は，問題解決型の学習過程の中で，事象同士を相互に比較・関連付けたり，


公正に判断したり，多面的にとらえたりすることにより育成されるものである（香川大学教育学


部附属坂出小学校，2007）。そのような過程において，自らの経験や知識，新たに知り得た事実


を基に，社会的事象のもつ意味をとらえることを「社会的な思考力」ととらえた。 


以上のことから本研究では，社会的な思考力が高まった児童の姿を「資料から取り出した事実


を基に課題を設定し，事実と事実の


関連性を明らかにし，様々な側面か


ら考え，思考過程を振り返り，学ん


だことを基に自分なりに価値をと


らえることができる児童」ととらえ


た。そして，社会的な思考力の構成


要素を【表１】に示すように「事実


をとらえる力」「関連を考える力」「意


味をとらえる力」の三つから構成さ


れるものと考えた。   


イ 小学校社会科における社会的な思考力を高めることの意義 


小学校社会科の目標は，「社会生活について理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と


愛情を育て，国際社会に生きる民主的，平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の


基礎を養う」である。公民的資質とは，民主的，平和的な国家・社会の形成者としての自覚をも


ち，自他の人格を互いに尊重し合うこと，社会的義務や責任を果たそうとすること，社会生活の


様々な場面で多面的に考えたり公正に判断したりすることなどの態度や能力である。言いかえる


と，社会のことが分かり，社会の中に入って活動し，自分で考え，判断していくことである。こ


れらのことから，社会的な思考力を高めることは，社会生活の様々な場面で多面的に考えたり公


正に判断したりする態度や能力の育成に寄与するものであり，意義あることだと考える。 


(2)  多面的・多角的に考えられる思考ツールを取り入れた指導過程について 


   ア 多面的・多角的に考えるとは 


中央教育審議会答申（2008）によれば，「小学校，中学校及び高等学校を通じて，社会的事象


に関心をもって多面的・多角的に考察し，公正に判断できる能力と態度を養い，社会的な見方や


考え方を成長させることを一層重視する方向で改善を図る」とあり，社会的事象の意味や働きを


多面的・多角的に考えることがより一層求められている。また，小学校社会科の学習指導には，


小学校６年生までに身に付けさせる能力目標として，「社会的事象をより広い視野から考える力


を育成すること」が示されている。「より広い視野から考える」とは，社会的事象を一面的では


なく，いろいろな角度からとらえる「多面的・多角的に考える」ことにつながるものである。本 


【表１】社会的な思考力の構成要素 


構 成 要 素 内       容 


事実をとらえる力 
 資料から分かった事実や疑問点を明


らかにすること 


関連を考える力 
 事実と事実の関連性を明らかにし，


様々な側面から考えること 


意味をとらえる力 
 思考過程を振り返り，学んだことを


基に自分なりに価値をとらえること 
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すことができな
短くさせないで
させる 
ーワード化する


込ませる 
るような資料を
況を把握する 
他の児童と交流
いの状況と思考


トを基に単元全
振り返らせる 


視点や書き方の


新たな関連 


事実 


事実 


新たな概


単
お
習


とめ 


第６時 


図解シート 


しながら現状


けた関係認識


このような


実を相互に比


活動をうなが


社会的な思


児童の頭の


することがで


入れた指導過


】のように


カードに書


ない児童に
で，長い文


る 


を用意する 


流させる 
考の深まり


全体の学習


のひな形を


概念 


単元をと
おした学
習課題 


状


識


比


思


で


過
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(4)  小学校社会科における社会的な思考力を高める指導に関する基本構想図 


これまで述べてきたことを基に，小学校社会科における思考力を高める指導に関する基本構想を


【図５】のようにまとめた。 


 


 


社社会会的的思思考考力力 


 


小学校社会科における社会的な思考力が高められた児童の姿 


 資料から取り出した事実を基に課題を設定し，事実と事実の関連性を明ら


かにし，様々な側面から考え，思考過程を振り返り，学んだことを基に自分


なりに価値をとらえることができる児童 


指導の実態 
① 社会的事象を比較したり関連させ


たりして，その結び付きを多面的・
多角的に考えさせる場面が少ない 


② 児童が学習の過程で身に付けた知
識や考え等を振り返り，社会的事象
に対して自分の考えをもたせる指
導が十分でない 


多面的・多角的に考えられる思考ツールを取り入れた指導過程の工夫 


 資料から分か
った事実や疑問
点 を明 らかにす
る 


 事実と事実の
関連性を明らか
に し ， 様 々 な 側
面から考える 


 思 考 過 程 を
振り返り，学んだ
こと を基 に価 値
付けする 


キーワード化


図解シート 


授業で使用し


た図解シート 


つ
か
む 


調
べ
深
め
る 


ま
と
め
る


段
階 学習活動


具体的な手だて


（思考ツール）


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


事実を 
とらえる力 


関連を 
考える力 


意味を 
とらえる力 


構成要素 


児童の実態 


社会的事象の事実認識に止まり，


社会的事象の意味までとらえている


と言い難く，社会的な思考力が十分


に育っていない 


【図５】小学校社会科における社会的な思考力を高める指導に関する基本構想図 
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２ 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察 


(1)  実態調査の目的と内容 


ア 調査の目的 


この調査の目的は，小学校社会科における学習活動での児童の実態調査を行い，「多面的・多


角的に考えられる思考ツールを取り入れた指導過程についての手だての試案」作成に必要な資


料を得ることである。 


イ  調査の対象 


二戸市立福岡小学校 第５学年 １学級（男18名  女17名 計35名） 


ウ  調査日時 


平成20年７月７日（月） 


エ 調査と処理の方法 


(ｱ)  質問紙による調査を行う。 


    (ｲ)  回答内容を分類し，分析・考察する。 


オ 調査の内容 


実態調査の観点及び設問の内容は【表２】のとおりである。 


【表２】児童に対する実態調査内容 


観 点 設問番号 設問内容 手だてへの生かし方 


課題を発見する場面で


の実態 
１ 


 資料からどんな情報を読


み取ることができるか 


 課題を発見する場面で


の配慮事項を把握する 


課題を追究する場面で


の実態 


２ 
 社会科の調べ学習で，どん


な方法で調べるか 
 事実と事実を関連付け


る場面での配慮事項を把


握する ３  調べ方で困ることは何か 


自分の考えを表現する


場面での実態 


４ 


 学習したことを自分なり


にまとめて文章を書くとき


に困ることは何か 
 学んだことを基に自分


なりに表現する場面での


配慮事項を把握する 
５ 


 社会的事象と自分をかか


わらせて，まとめの文を書く


ことができるか 


(2) 実態調査の分析と考察 


  ア 課題を発見する場面での実態 


    文章，統計資料，地図からホタテ養殖について「分かること」「疑問に思うこと」などの情報


を読み取らせたところ，書かれている文章から情報を読み取る児童が多く，統計資料や地図か


ら読み取る児童は少なかった。統計資料や地図が何のために示されているのかが理解できてい


なかったり，統計資料や地図のどの部分に着目して見ればよいのかが分からなかったりしたた


めだと考えられる。   


また，複数の資料を関係付けて，「分かること」や「疑問に思うこと」を記述する児童はいな


かった。複数の資料を比べて，それらの関連に気付くことができていないことが明らかになっ


た。 


これらの実態を改善するためには，資料提示の仕方を工夫したり，資料の比較・検討の仕方


について視点を示したりすることが必要である。 







 


イ 課題を


【図６


について


料集を使


た。調べ


い漢字や


「参考に


るとき，


ばよいか


かった。


これら


語」や「


の指導が


ウ 自分の


【図７


きに困る


ら考えら


を振り返


ること，


からない


のように


らないた


これら


章の書き


容を振り


ある。 


次に【


を自分の


できるか


「･･･の


思いまし


ことやそ


童が書け


とか「･


活とかか


42.4％と


自分の


るために


の立場を


 


を追究する場


】は，調べ


ての調査結果


使って調べる


方で困って


や意味の分か


になる本やイ


どこのペー


か分からない


    


らの実態を改


「効果的な調


が必要である


の考えを表現


】は，自分


ることの調査


られることは


返って書けば


②自分の考


いこと，③授


にまとめに活


ためと考えら


らの実態を改


き方指導をし


返る視点を


【図８】は，


の生活とかか


かの調査結果


のことが分か


した」のよう


それに関する


けているが，


･･してみた


かわらせて


と半数にとど


の生活とかか


に，学習内容


を明確にさせ


場面での実態


べ学習時に用


果である。教


る児童が最


いることは


からない言葉


ンターネッ


ージやサイト


い」と答える


改善するため


調べ方」等の


る。 


現する場面で


分の考えを表


査結果である


は，①何をも


ばよいのかが


考えの表現の


授業で学んだ


活かせばよい


られる。 


改善するため


しっかり行い


を与えること


学習して考


かわらせて書


果である。 


かりました」


に学習して


る感想は57


「･･･してい


い」など，


て書けてい


どかなかった


かわらせて


容を振り返ら


せることが必


態 


用いる方法


教科書や資


も多かっ


，「読めな


葉がある」，


ットで調べ


トで調べれ


る児童が多


めには，「用


のスキル面


での実態 


表現すると


る。結果か


もとに学習


が曖昧であ


の仕方が分


だことをど


いのか分か


めには，文


い，授業内


が必要で


考えたこと


書くことが


「･･･だと


て分かった


.6％の児


いきたい」


自分の生


る児童が


た。   


考えさせ


らせ，自分


必要である。
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【図８】ま


【図７】自


【図６】調


自分の


を入れ


くこと


きな


16.


書く


分か


1


「文


「学


分か


と」


想」


て


3


「学習


分かった


と」を書


ている


27.3


《ま


イ


ネ


教科書


料集以


本


14.


まとめの文章


自分の考えを


調べ学習時に


の考え


れて書


とがで


ない


7%


く順序が


からない


16.7%


困らない


11.7%


そ


文章を書くと


学習して


かったこ


と「感


を書い


いる。


30.3%


して


たこ


書い


る


3%


まとめの書き


インター


ネット


18.6%


書や資


以外の


本


3%


その他


7.1%


「どんな方法


章の内容別類


を表現すると


に用いる方法


その他


3.0%


きに困ること


き方》


他


で調べるか」


類型 


ときに困る理


法 


大事な


が分か


い


26.


どの


資料


に書


いか


な


2


と」 ｎ＝


「学


分か


と」


会の


り」


て


4


ｎ＝


教科


資料


40.


先生が用


した写真


グラフな


の資料


20,0%


」 ｎ


理由 


な言葉


からな


い


7%


のような


料をもと


書けばい


か分から


ない


5.0%


＝33


学習して


かったこ


と「社


のかかわ


を書い


いる。


42.4%


＝33


科書


料集


0%


用意


真や


など


料


%


＝33
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 (3)  実態調査の結果から明らかになったことと手だての試案作成上の配慮事項 


実態調査の結果から明らかになったことと手だての試案作成上の留意点を【表３】に示す。 


 


３ 基本構想に基づく単元の手だての試案の作成 


(1)  手だての試案 


実態調査から明らかになったことと手だての試案作成上の留意点に基づき，単元を通じて，思


考ツールの活用を取り入れた学習指導の手だての試案を【表４】に示す。 


【表３】実態調査から明らかになったことと手だての試案作成上の留意点 


明らかになったこと 手だての試案作成上の留意点 


・書かれている文章からの読み取りが多く，統計資料や地


図からの情報の読み取りが少ないこと 
・驚きや疑問を引き出すような資料の吟味，複


数の資料を用意するなど，提示の仕方を工夫


する 
・複数の資料を見比べて，それらの関連に気付くことがで


きないこと 
・資料を比較・検討する方法や視点を示す 


・調べ学習において，漢字の読み方や語句の意味が分から


ず，つまずく児童が多いこと 
 


・児童が難しい語句や意味が分からない文章に


出会ったときに補足説明ができるように，児


童個々の状況を把握したり，補足資料を用意


したりする 
・まとめの文を書くとき，どのような資料を基に書けばよ


いのか分からなかったり，大事な言葉が分からなかった


りする児童が約半数いること。また，書く順序が分から


なかったり，自分の考えを入れて書くことができなかっ


たりする児童が約三分の一いること 


・単元をとおして学習内容や思考過程を振り返


えさせるために，図解シートを活用したり教


室掲示を工夫したりする 
・文章を書く基礎的な技能を身に付けさせると


共に，まとめの文を書く視点を示す 
 ・学習して考えたことを自分の生活とかかわらせて書くこ


とができない児童が半数以上いること 


【表４】思考ツールの活用を取り入れた学習指導の手だての試案 


段
階 


学習活動 思考ツールの活用 
指導上の留意点 


（○は手だてにかかわる工夫及び留意点）


つ
か
む 


１ 事象と出会う 
 
 
 
２ 学習課題を設


定する 


キーワード化 
・資料から，読み取った情報


をカードや付箋紙に書き出
させ，画用紙に貼らせる 


・貼り出された付箋紙をＫＪ
法により分類・整理させ，
仲間分けしたものにキーワ
ードを書かせる 


・児童に身近で，疑問をもちやすい資料
を複数用意する 


・資料を読み取る視点を示す 
○ＫＪ法の進め方を説明する 
○出された疑問を分類・整理する視点を


示す 


調
べ
深
め
る 


３ 事実と事実を
関連付ける 


 
 
 
４ 事実と事実の


関連性を様々な
側面から考える 


図解シート 
・図解シートに事実を書き込


ませる 
・事実と事実の関連や説明を


記述させる 
・図解シートを基に他の児童


と交流させる 
・交流をとおして気付いた見


方・考え方を図解シートに
書き込ませる 


○自力で図解シートに書き込ませるため
に，多様な資料を用意する 


・児童個々の学習状況を把握し，調べ学
習で停滞している児童には，補足説明
を行う 


・グループで学習することの目的と進め
方を指導する 


○新たな関連（理由・説明・工夫・努力
等）を図解シートに書き入れていくよ
うに指導する 


ま
と
め
る 


５ まとめる 
 


授業で使用した図解シート 
・授業で作成した図解シート


を基に，単元の振り返りを
させる 


・学んだことと自分たちの生
活をかかわらせて自分なり
の考えを書かせる 


○授業で使用した図解シートや資料を掲
示するなど，学び取った知識や理解し
た内容が活用できるように，学習環境
を整える 


○個々に学習内容や思考過程を振り返さ
せるとともに全体でも確認する 


○まとめの文を書く視点を示すとともに
個別指導を行う 
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(2)  検証計画及び調査計画 
  ア  検証計画の概要 


授業実践をとおして，手だての試案の妥当性を見るために，次のような検証計画を作成し，検


証を進めることとする。【表５】は検証内容と方法及び処理・解釈の方法を示したものである。


また，【表６】は，社会的な思考力の構成要素の育成状況を判断するための観点と基準を示した


ものである。 
【表５】検証内容と方法及び処理・解釈の方法 


検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法 


社会的な思考


力の育成状況 


①事実をとらえる力 
 
②関連を考える力 
 
③意味をとらえる力 


①②について 
テスト法で事前事後に実施 


・ｔ検定により，結果を


分析し，考察する 


①②③について 
・図解シートやノートの記 


述 
・授業中の発言 


・判断するための観点に


基づき，図解シートや


ノートへの記述内容，


及び授業中の発言につ


いて分析し，考察する 
 


【表６】社会的な思考力の構成要素の育成状況を判断するための観点と基準 


検証内容 判断するための観点 判断するための基準 


事実を 
とらえる力 


○資料から必要な情報を取り出す


ことができる 
・統計資料，地図，写真，実物などの複数


を見比べ，「分かること」，「疑問に思う


こと」を付箋紙に書き出している 
○事実を分類・整理することがで


きる 
・出された疑問を分類・整理し，疑問点を


明らかにすることができる 


関連を 
考える力 


○事実と事実を関連付けることが


できる 
・事実を発見し，相互に関連付けて，その


関連を説明している 
○友だちの考えを取り入れなが


ら，自分の考えを再構成するこ


とができる 


・図解シートを見比べ，互いの見方や考え


方の違いや共通点，相互の関連に気付い


ている 


意味を 
とらえる力 


○思考過程を振り返って，自分の


考えをまとめることができる 
・図解シートや資料を活用して，単元をと


おして複数の事象を関連付けて様々な


立場から考えている 
○学んだことを活用して，自分な


りの考えを書くことができる 
・「学習して分かったこと」に加えて，「社


会とのかかわり」を書いている 
イ 調査計画の概要 


指導の手だてが児童にどう受け止められたのかを把握するために，手だてに関する意識の状況


についての調査計画を【表７】のように作成して，事後に実施し，分析・考察を行う。 
 
 
 
 
 


【表７】手だてに関する意識調査にかかわる調査計画 


調査項目 調査内容 調査方法 処理・解釈の方法 
手だてに関する


意識の状況 
・思考ツールを取り入れた


自動車をつくる工業の学


習意識の状況 


・評定尺度を設けた調


査問題で事後に実施


 


・プラス反応，マイナ


ス反応の割合により


分析・考察する 
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４ 授業実践及び実践結果の分析と考察 


(1)   思考ツールを取り入れた指導過程の工夫をした授業実践の概要 


ア  授業実践の計画 


(ｱ)  対象  二戸市立福岡小学校 第５学年 １学級（男18名 女17名 計35名） 


(ｲ)  授業実践期間 平成20年９月８日～24日 


(ｳ)  指導計画 単元「自動車をつくる工業」・・・・９時間（【表８】参照） 


   


【表８】単元「自動車をつくる工業」の指導計画（９時間扱い） 


過


程 


小 


単元 
時 学習内容・活動 


思 考


ツール
具体の評価規準 


つ
か
む 


自
動
車
の
つ
く
り
方
を
調
べ
よ
う


 


１ 


自動車販売店をたずねて 


・自動車のプラモデルやパン


フレットを見て，自動車づ


くりへの疑問をもつ 


キーワ


ード化


・自動車の実物やパンフレットなどを見て，自動車購


入の仕方や自動車の作り方についての疑問を一つは


もっている                 【関心・意欲・態度】


・自動車の実物やパンフレットなどを見て，自動車購


入の仕方や自動車の作り方について疑問に思ったこ


とを付箋紙に一つは記述している  【技能・表現】


２ 


課題づくり 


・出された疑問を分類・整理


して，単元をとおした学習


課題を設定する 


キーワ


ード化


・出された疑問の共通点をみつけ，自動車づくりの工


夫，部品工場のかかわり，流通の仕組み，未来の自


動車などの視点で分類・整理している【思考・判断】


調
べ
深
め
る 


３ 


自動車づくりのくふう 


・自動車の組み立ての順序，


作業などの工夫を調べる 
図 解


シート


・ロボットの働き，指示書の役割，作業の工夫などの


関連を整理して，効率良い生産の仕組みについて考


えている                         【思考・判断】


・働く人の工夫や努力によって安定した品質の製品が


できることを理解している         【知識・理解】


４ 


自動車の部品をつくる工場 


・自動車のシートやシートに


使われる部品をつくる工場


の仕事の様子と工夫につい


て調べる 


図 解


シート


・組み立て工場と部品工場のつながりをジャストイン


タイムの仕組みと関連付けて考えている【思考・判断】


・組み立て工場と部品工場のつながりから，効率よい


生産の仕組みについて理解している  【知識・理解】


５ 


消費者のもとへ運ばれる車 


・できあがった自動車は国内


外に効率良く運ばれること


や運輸に携わっている人々


の工夫や努力を調べる 


図 解


シート


・１台の自動車が生産され，消費者のもとに届くまで


の関連を整理して，効率良い運輸の仕組みについて


考えている            【思考・判断】


・運輸に携わる人々の工夫や努力によって効率良い流


通システムが構築されていることを理解している  


【知識・理解】


６ 


世界に広がる工場 


・世界各地に増えている日本


の自動車会社の工場の様子


や現地生産の仕組みについ


て調べる 


図 解


シート


・世界各地に増えている日本の自動車会社の工場の様


子や現地生産の仕組みを写真や統計資料を活用して


調べている            【技能・表現】


・海外生産が増えてきた理由とこれからの自動車生産


の課題を理解している       【知識・理解】


人
と
共
存
す
る
自
動
車
の
開
発 


７ 


ハイブリットカーの誕生 


・新しい自動車開発の工夫や


努力，これからの自動車に


ついて調べる 


図 解


シート


・ハイブリットカーや燃料電池車について写真や統計


などの基礎的資料を活用して調べている 


【技能・表現】


・ハイブリットカーや燃料電池車開発の工夫や努力を


理解している           【知識・理解】


８ 


地球にやさしい自動車 


・未来の自動車開発について


考える 
 


・自動車発達の背景をふまえ，未来の自動車はどのよ


うなものであれば理想的か，考えたり話し合ったり


している             【思考・判断】


ま
と
め
る 


９ 


まとめと振り返り 


・学んできたことを自分の生


活とかかわらせて自分なり


にまとめる 


図 解


シート


・自動車工業が自分たちの生活を支えていることに関


心をもち，まとめの文を書いたり，自分の考えを発


表したりしようとする    【関心・意欲・態度】


・自動車づくりの過程を振り返り，自分の生活とのか


かわりについて，自分の考えをまとめて書いたり発


表したりしている         【技能・表現】







 


イ 授業実


実践計


おりであ


【資料１】


〈本時の


・自動車


いて疑


・パンフ


段
階 


つ
か
む 


１


 


２


調
べ
深
め
る 


３


 
 
 
 
 
 
 
４


ま
と
め
る 


５


実践の概要 


計画に基づい


ある。 


】思考ツール


の目標〉 


車の実物やパン


疑問に思った


フレットなど


学習活動


 本時の学


題を把握す


 ハイブリ


カーを見て


思議に思っ


とや疑問に


たことを付


に書く 


 パンフレ


を見て，疑


思ったこと


箋紙に書く


 プラモデ


部品を見て


問に思った


を話し合い


箋紙に書く


 自分なり


問に思った


を図解シー


まとめる 


いて授業実践


ルを取り入れ


ンフレットな


ことを付箋紙


の資料を活用


動 


学習課


する 


ット


て，不


ったこ


に思っ


付箋紙


 課


レット


疑問に


とを付


 


デルの


て，疑


たこと


い，付


 


 
 
 
 
 
 
 
 
  


に疑


たこと


ートに


 


教


プ


を


っ


に


備


で


ど


つ


カ


フ


品


に


学


ま


践を行った。


れた指導過程


などを見て，


紙に記入する


用して，自動


課題 


     


教師の働きか


自動車を
見て，疑問に
思ったこと
を付箋紙に
書きましょ
う。 


パンフレッ


プラモデルの部


を見て，疑問


ったことを付箋


に書きましょ


いろいろな色や


備が選べるんだ


でもお客さんの要


どおりにどうや


つくるのだろう


「ハイブリ


カーを見て」，


フレットを見


「プラモデル


品を見て」な


に分けて，付箋


学習シートに


ましょう。
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授業実践の


程の工夫をし


未来の自動車


ることができ


動車に関する


    


かけ


を
に
と
に
ょ


トや


部品


に思


箋紙


う。


や装


･･･。


要望


って


･･･。


リット


「パン


見て」，


ルの部


ど項目


箋紙を


に貼り


の概要は【資


した授業実践


車，自動車購


る 


疑問をまと


 思考ツール


キーワード


（付箋紙に書


キー
（学習シート


モニターが


だ。自動で運


なんてびっく


車の部


てずいぶ


くさんある


部品をど


って組み


るのかな。


資料１】から


践の概要（１


購入の仕方，


めることがで


の活用


ド化 


書く）


ワード化 
トに付箋紙を貼


 エ


角い


だろ


が未来的


運転する


くり。 


品っ


んた


るな。


うや


立て


【資料４】


１／９時間）


自動車の作


できる 


児童の反


 


貼る） 
疑


たこ


別に


トに


自分


整 理


ね。


エンジンの他に


い箱みたいなの


ろう。 


どうして，


２万円高いの


に示したと


 


り方等につ


応・活動


疑問に思っ


ことを項目


に学習シー


に貼ると，


分の考えが


理 で き る


 


にある四


のはなん


北海道は


のだろう。







 


【資料２】


〈本時の


・出され


自動車


段
階 


つ
か
む 


１


 


 


調
べ
深
め
る 


２


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


３


 


 


ま
と
め
る 


４


】思考ツール


の目標〉 
れた疑問の共通


などの視点で


学習活動


 本時の学


題を把握す


 共通点を


けて付箋紙


類・整理す


 分類・整理


付箋紙にタ


ルを付ける


 単元の学


題をつくる


ルを取り入れ


通点をみつけ


で分類・整理


動 


学習課


する 


 課


をみつ


紙を分


る 


理した


タイト


 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


学習課


る 
 
 
 
 


教


プ


た


学


つ


ょ


れた指導過程


け，自動車づ


理することが


課題 


教師の働きか


共通点を


つけて付箋


を分類・整理


ましょう。


班ごとに付


箋紙を仲間分


けして，仲間分


けしたもの


タイトルを付


けましょう。


「新車が


「好きな色


は，自動車


各グルー


プでまとめ


たものから


学習課題を


つくりまし


ょう。 
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程の工夫をし


づくりの工夫


ができる 


 


かけ 


をみ


箋紙


理し


（キー


付


分


分


に


付


が何日くらいで


色を選んだり，


車の作り方にか


（


した授業実践


夫，部品工場の


 
思考ツール


キーワード


（グループ


分類・整理


ワードを書


キー
ーワードを基


でとどくのか」


いろいろな装


かかわるのかな


キーワード
（ＫＪ法の説


践の概要（２


のかかわり，


ルの活用 


化 


ごとに付箋紙


し，仲間分け


く。） 


ーワード化 
に学習課題を


」は注文や運


装備をつけたり


な・・・。 


 


を


似


紙


そ


み


る


け


「エ


理由」


きる車


しいし


ら「未


ードに


化 
明） 


２／９時間）


流通の仕組


児童の反応


紙を比較し合


けしたものに


をつくる。） 


数


の


は


う


あ


び方だけど，


りできる」の


意味の似た


を集めていく


似ている付箋


紙に貼り付け


そのまとまり


み，それらが


るものにタイ


けるんだな。 


エンジンの音が


と「自動で車庫


車」は，なかなか


し，新しい感じが


未来の車」という


にしよう。 


 


組み，未来の


応・活動 


合い，


にキー


「部品の


数」と「部品


の組み立て」


は部品とい


う共通点が


あるね。


もの同士


んだな。


紙を画用


ていき，


を輪で囲


表してい


トルを付


がしない


庫入れで


かめずら


がするか


うキーワ







 


【資料３】


〈本時の


・１台の


て考え


・運輸に


段
階 


つ
か
む 


１


２


調
べ
深
め
る 


３


 


 


 


 


 


 


 


 


 


４


 


ま
と
め
る 


５


 
 
 
６


】思考ツール


の目標〉 
の自動車が生産


えることがで


に携わる人々


学習活動


 本時の学


題を把握す


 完成した


車の輸送方


予想する 


 販売店で


した自動車


のように消


のもとへ届


か調べる 


 グループ


び合いをす


 全体で確


る 


 まとめる


ルを取り入れ


産され，消費


きる 


の工夫や努力


動 


学習課


する 


た自動


方法を


 課


で注文


車がど


消費者


届くの


プで学


する 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


確認す


 


  


 
 
 


教


動


う


者


ど


で


れた指導過程


費者のもとに


力によって効


課題    


     


教師の働きか


完成した自


動車は，どのよ


うにして消費


者のもとにと


どけられるの


でしょう。


完成した


消費者のも


くまでを図に


考えましょ


今日の学


習をまとめ


ましょう。
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程の工夫をし


に届くまでの


効率良い流通


      


 
 


  


 


かけ 


自


よ


費


と


の


自動車が


とにとど


に表して


う。 


 自


アカ


透明


転を


した授業実践


関連を整理し


通システムが構


 


     


思考ツール


図


動車工場から


ー）で運ばれ


なフィルムを


したりするこ


践の概要（５


して，効率良


構築されてい


     


ルの活用 


図解シート 


ら販売店には大


る。そのとき


を車に貼ったり


となのだな。


５／９時間）


良い運輸の仕


いることを理


    


児童の反


大き


ックや


ばれる


ないか


自動車を運


は，消費者の


考え，商品を


ないように大


んでいるんだ


大きなトラック


に気を付けて


り，時間を守っ


 


 


仕組みについ


理解する 


反応・活動


きなトラ


や船で運


るのでは


か。 


運ぶとき


のことを


を傷付け


大事に運


だ。 


ク（キャリ


ているのは，


って安全運







 


【資料４】


〈本時の


・自動車


発表し


・自動車


発表し


段
階 


つ
か
む 


１


 


 


２


調
べ
深
め
る 


３


 
 
 
 
 
４


 


 


 


 


 


 


 


５


 


 


 


ま
と
め
る 


６


】思考ツール


の目標〉 
車工業が自分


したりしよう


車づくりの過程


したりするこ


学習活動


  前時をふ


る 


 本時の学


題を把握す


 これまで


習を振り返


 図解シー


書く 


 生活と自


をかかわら


まとめの文


く 


 発表する


ルを取り入れ


たちの生活を


とする 


程を振り返り


とができる 


動 


ふり返


学習課


する 


  
課題


での学


返る 


ートに


自動車


らせて


文を書


 
 
 
  


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


   


 


教


活


と


ま


車


れた指導過程


を支えている


り，自分の生


題     


     


     


教師の働きか


図解シー


をもとにこ


までの学習


振り返りま


ょう。 


自動車づく


活をかかわら


書いたこ


とを発表し


ましょう。


わたしたち


の生活と自動


車のかかわり


を考えましょ


う。 


図解シ
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程の工夫をし


ることに関心


生活とのかか


     


   


  


かけ 


ート


これ


習を


まし


くりを学習し


らせて，まと


ち


動


り


ょ


シート 


した授業実践


心をもち，まと


わりについて


 
思考ツール


して，自動車


とめの文を書


工夫


い車


や


図解


たこと


掲示物の活


践の概要（９


とめの文を書


て，自分の考


ルの活用 


車とわたした


書きましょう。


１台の車をつ


夫があること


車社会になっ


さしい車をつ


解シートで振り


や考えたこと


活用 


９／９時間）


書いたり，自


考えをまとめ


児童の反


たちの生


。 


つくるのに多く


を知りました


てほしいし，人


くり続けてほ


り返ると，学習


との流れが分か


空気


く車っ


考えて


きなと


変えら


て毎日


楽しく


 


分の考えを


て書いたり


反応・活動


くの努力や


た。事故がな


人や環境に


ほしいです。


習してき


かるね。 


気や水で動


って環境を


ているね。好


ときに色を


られる車っ


日の生活が


なるね。 
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(2)  実践結果の分析と考察 


検証計画にしたがって，本研究でとらえる社会的な思考力の三つの構成要素「事実をとらえる力」，


「関連を考える力」，「意味をとらえる力」について分析・考察を行った。 


ア 事実をとらえる力の育成状況 


事実をとらえる力の育成状況


をみるために，９頁の【表６】の


判断基準によって分析したもの


が【表９】である。 


児童は，それぞれの事象に対し


て最低一つの疑問を付箋紙に書


くことができた。表現の仕方には


多少の違いがあったものの，「未


来の自動車」，「流通」，「製造」の


キーワードにかかわる疑問を書


き出していた。 


＜実物を見て＞の記述を例に


あげると，「エンジンの音がしな


いのはどうしてか」「自動運転す


るのはどうしてか」「モーターで


走るのが不思議」等については，


目新しい機能に着目して『未来の


自動車』というキーワードを書い


ていた。 


また，「ガソリン満タンで何㎞


走るか」「省エネか」「排気ガスは


少ないのか」等の疑問については，


経済面・環境面に着目して『ハイ


ブリットカー』というキーワード


を書くことができた。その他の


「たくさんの機能があるのはど


うしてか」は『車の機能』，「買う


といくらするのか」は『販売の仕


方』の仲間に入れた。 


【表10】は，「事実をとらえる


力」にかかわる事前事後テストを


実施し，ｔ検定による育成状況を


表したものである。その結果，有


意差が認められた。 
このような結果になったのは，


手だてにかかわる実態調査の結 


【表９】事実をとらえる力にかかわる児童の記述からの分析 


事象を見て実際に書いた記述（疑問） キーワード 学習課題 


〈実物を見て〉 


○エンジンの音がしないのはどうしてか 
○自動運転するのはどうしてか 
○モーターで走るのが不思議 
○ガソリン満タンで何㎞走るか 
○省エネか 
○排気ガスは少ないのか 
・たくさんの機能があるのはどうしてか 
・買うといくらするのか 


 


・ハイブリッ


トカー 


・未来の自動


車 


 


○未来の自動車


について調べ


よう 


〈注文の様子やパンフレットを見て〉 


○車の買い方はどうするのか 
○買う人はどんな気持ちで買うのか 
○どのようにつくられて，運ばれてくるのか 
○車を買ったら，何日ぐらいでとどくのか 
○自動車の付属品や色が何種類も選べるのはど


うしてか 


・販売の仕方 


・車の機能，


特徴 


・車が届くま


で 


・買う人の気


持ち，好み 


○自動車が消費


者のもとにと


どくまでのひ


みつを調べよ


う 


〈プラモデルの部品を見て〉 


○車をつくるのにどれくらい時間がかかるのか


○工場ではどんな機械を使っているのか 
○部品の組み立て方は・・・ 
○部品の数はどのくらいあるのか 
○部品は車ごとに決められているのか 


 


 


・車の作り方 


・車の部品 


○自動車がつく


られるひみつ


を調べよう 
○自動車工場と


関連工場のか


かわりを調べ


よう 


ｔ＝
Ｘ


１
Ｘ


２


Ｓ
１


＋Ｓ
２


２ｒＳ
１
Ｓ


２


ｎ １


 


                       ｎ＝32 


検証内容 
事前テスト 事後テスト 相


関
係
数


ｔ
値 


有
意
差 


平均


点 


標準


偏差


平均


点 


標準


偏差 


事実を 
とらえる力


9.60 3.13 14.3 1.78 0.25 8.59 ＊ 


「注」 


１ 事前テストは９月８日，事後テストは９月24日に実施した 


２ 設問は16点満点とした 


３ 有意差の欄にある＊は，ｔ検定において有意水準５％で有意差があるこ


とを示す 


４ ｎは総数を表す 


５ t検定（平均点の差の検定）に用いた公式は次のとおりである 


なお，Ｘ
１
とＸ


２
は事前と事後テストの平均点，Ｓ


１
とＳ


２
は事前と事後


テストの標準偏差，ｒは相関係数，ｎは人数を表す 


【表10】事実をとらえる力の育成状況 
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果を受けて，驚きや疑問を引き出すように実物を提示したり，複数の資料を用意したりして，提示


の仕方を工夫したことにより，自動車への興味・関心が高まり，学習のねらいにそった疑問が多様


な側面から出されたと考えられる。 
また，疑問点を記入した付箋紙を比較しながら分類・整理させたことによって，疑問点が明確化


され，学習課題の設定に有効にはたらいたと考えられる。 
これらのことから，資料から分かった事実や疑問点等を取り出すキーワード化をとおして，事実


をとらえる力が高まったと考える。 
イ 関連を考える力の育成状況 


関連を考える力の育成状況をみ


るために，事実間の関連（理由・


説明・工夫・努力等）について児


童が記述したものを，９頁の【表


６】の判断基準によって分析した


ものが【表11】である。 
Ａ児の図解シートへの書き込


みをみると，第３時は製造過程の


関連を「危ない作業はロボットが


行う」としか記述できなかったが，


学び合いをとおしてベルトコン


ベヤーのことや働く人々の協力


に気付くことができた。 
第４時は【図９】に示したよう


に，「自動車工場」という事実に


対して「シート工場」や「ヘッド


ランプ工場」など複数の事実との


つながりを書き出すことができ


るようになり，思考の広がりがみ


られた。具体的には「指示書を見


て作業する」「注文にあわせて部


品をとどける」と記述していた。


さらに学び合いをとおして，ジャ


ストインタイムの仕組みや作業


効率アップの工夫などに気付く


ことができ，「部品をおさめると


きは，必要なときに必要な数だけ


おさめる」「品質のよいものをお


さめるように新しい作業の仕方


を工夫している」などの記述が増


え，思考の深まりがみられた。 
第５時は注文した自動車が消費


 
【図９】児童が記述した図解シートの具体例 


  


 
 
 
 
 
 
 
 


電球 レンズ 


ヘッドランプ工場 


自動車工場 


おさめる注文


指示書 


シート工場 


クッション 


カバー


必 要 な とき に


必要な数だけ


おさめる 


第一次関連工場 


第二次関連工場


作業の仕方の


改善を進めて


いる


【表11】 関連を考える力にかかわる児童の記述からの分析 


事実と事実の関連を考えたＡ児の記述 


 事 実 


・最初に図解シートに書き込んだ関連 


○学び合いをとおして気付いた関連 


第
３
時 


ようせつ 
とそう 
組み立て 
検査 
 


・危ない作業はロボットが行う 
○ベルトコンベヤーで安定した仕事をしている 
○働く人々が協力して仕事をしている 
  


第
４
時 


第１次関連工場


第２次関連工場


部品工場 
指示書 
 
 
 
 


・指示書をみて，作業している 
・注文にあわせて部品をとどけている 
○部品をおさめるときは，必要なときに必要な数だ


けおさめる 
○品質のよいものをおさめるように新しい作業の


仕方を工夫している 


第
５
時 


消費者 
販売店 
トラック 
船 
モータープール


各部品工場 
外国へ 
 
 


・販売店から注文書が自動車工場に送られる 
・お客の要望どおりの部品が関連工場でつくられる


・自動車工場から販売店には，キャリアカーで運ば


れる。遠いところは船で運ばれる 
・透明なフィルムをつけて傷をつけないようにして


いる 
○時間に遅れないようにとどけるようにしている 
○消費者のことを第１に考えている 


ロボットが効率よく働き，安定した車ができる


指示書をみて，必要なときに必要な数を出荷する


車をつくっている人や運んでいる人は皆，消費者


に喜んでもらうために仕事をしている。


学習課題に対するまとめ 
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者にとどくまでにどのような工夫や努力があるかを記述させた。記述内容は「販売店から注文書が


自動車工場に送られる」「お客の要望どおりの部品が関連工場でつくられる」「自動車工場から販売


店にはキャリアカーで運ばれる」など事実間の説明にあたる記述がみられた。さらに，「透明なフィ


ルムをつけて傷つけないようにしている」のように，運ぶ人々の工夫・努力についても自分で気付


くことができるようになった。学び合いでは消費者のことを考えて仕事をしていることを友だちと


の交流で知り，考えをより深めることができた。まとめには，図解シートの記述内容を基に事象全


体をとらえて自分の言葉で書くことができた。 
このように学習をすすめるたびに関連を考えた記述が増え，記述内容も深く考えられたものにな


っていった。 
【表12】は，「関連を考える力」に


かかわる事前事後テストを実施し，


ｔ検定による育成状況を表したもの


である。その結果，有意差が認めら


れた。 


このような結果になったのは，図


解シートに事実を書き込むことで，


事象にかかわる概念が整理され，事


象を視覚的にとらえることができ，


事実と事実の間にある「見えないも


の」が見えやすくなったり，考えや


すくなったりしたためと考えられる。 


また，友だちとの学び合いをとおして，新たな見方や考え方に気付いたり，事実間の関連を考え


る視点を学びとったりすることができたことも関連を考える上で有効にはたらいたと考えられる。 
これらのことから，学習内容が視覚的にとらえられ，思考過程が表出される図解シートを活用し


たことにより，関連を考える力が高まったと考える。 
ウ 意味をとらえる力の育成状況 


単元のまとめの段階で児童が図


解シートに記述した内容別の人数


を示したのが【表13】である。 
「学習をとおして分かったこと」


と「自分の生活と自動車をかかわ


らせて考えたこと」書くことがで


きた児童が27人（81.8％），「学習


をとおして分かったこと」を書くことができた児童が６人（18.2％），何も記述できなかった児童は


いなかった。 


授業で使用した図解シートを振り返り，自分の生活と自動車をかかわらせて記述したものを，９


頁の【表６】の判断基準によって分析したものが18頁の【表14】である。書き方には違いがあるも


のの，「環境」「これからの自動車」「安全」についての記述が多かった。その他に「物づくりへの思


い」「リサイクル」「世界との関係」などの側面からの記述がみられた。さらに,「車を選ぶときの視


点」「車の使い方」「これからの車に期待すること」「協力することの大切さ」「無駄に車を使わない」 


記 述 内 容 人数 


「学習をとおして分かったこと」と「自分の生活と
自動車をかかわらせて考えたこと」を書いている 


27 


「学習をとおして分かったこと」を書いている ６ 


 記述なし ０ 


                       ｎ＝32 


検証内容 


事前テスト 事後テスト 
相
関
係
数 


ｔ
値 


有
意
差 


平均


点 


標準


偏差


平均


点 


標準


偏差 


関連を 
考える力 


1.46 1.12 3.57 0.75 0.16 9.79 ＊ 


「注」 


１ 事前テストは９月８日，事後テストは９月 24 日に実施した 


２ 設問は４点満点とした 


３～５は【表 10】と同じ 


【表12】関連を考える力の育成状況 


【表 13】単元のまとめの段階における記述内容    ｎ＝33







 


など，自


述がみら


このよ


次のよう


授業で


に学習内


ことによ


束が図ら


わる様々


りの考え


と考えら


また，


図解シー


び取った


用できる


たことも


られる。


これら


した図解


思考過程


意味をと


える。 


エ 手だて


９頁の


たがって


た学習に


した。【図


に立った


果である


18人（54


と役に立


「どちら


った」は


なかった


上の児童


肯定的な


役立っ


付くこと


キーワー


問があっ


自分の立場を


られた。 
ような結果が


な理由が考


で使用した図


内容や思考過


より，これま


られ，自動車


々な側面に気


えをもつこと


られる。 


教室内に授


ートや資料を


た知識や理解


るように，学


も有効にはた


 


らのことから


解シートを基


程を振り返る


とらえる力が


てに関する意


の【表７】の


て，思考ツー


に関する意識


図10】はキー


たかどうかに


る。「とても役


4.5％），「ど


立った」は14


らかというと


は１人（3.0％


た」はいなか


童がキーワー


な考えを示し


ったとする主


ができる」


ード化の難し


った」「書いて


を明確にした


がみられたの


考えられる。


図解シートを


過程を振り返


までの思考の


車づくりにか


気付き，自分


ができたた


授業で使用し


を掲示して，


解した内容が


学習環境を整


たらいたと考


ら，授業で使


基に学習内容


ることにより


が高まったと


意識の状況 


の調査計画に


ールを取り入


識について調


ーワード化が


に関する調査


役にたった」


どちらかとい


4人（42.5％


役に立たな


％），「役に立


かった。95％


ード化につい


した。児童が


主な理由は，


「他の学習に


しい面として


ていることが


た記


のは，  


 


を基


返る


の収


かか


分な


ため


した


学


が活


整え


考え


使用


容や


，


考


にし


入れ


調査


が役


査結


は


いう


％），


なか


立た


％以


いて


がキーワード


「疑問がはっ


にも役立てる


て「どれがど


がよく分から


側面


環
境 


こ
れ
か
ら
の
自
動
車 


安
全 


そ
の
他
の
考
え 


【図10】


キーワ


【表14


- 18 -


ド化について


っきりする」


ることができ


こにいくの


らなかった」


自分


・わたしが自


にやさしい


・車はわたし


しい車をつ


・わたしたち


に関係して


いと思いま


・ハイブリッ


思います


・ハイブリッ


質が減り，


す 
・未来の車はエ


さないから


・どんな人で


・夜でも安全


と思う 
・わたしが大人


・家の車には


・つくった人


車を見てい


・何百という部


・自動車づく


ちも見習っ


・車は，買い


はなくては


・いろいろな


国の人の生活


・外国と日本


・部品を再利用


・ＣＯ２を減ら


・自動車ばか


ても意味が


ます 


】キーワー


0%


ワード化


】意味をと


て記述したも


「調べやす


きそう」「課題


か分からな


が挙げられ


分の生活と自動車


動車を選ぶとき


車かをみて決め


たちの生活にな


くってほしいで


の生活には，自


いるＣＯ２を出


した 
トカーや電気自


トカー，電気自


緑が増えて環境


エンジン音がし


，わたしたちの


も安全に乗れる


に運転できるナ


人になるまでに


ナビがついてい


の気持ちを考え


きたいです 
部品からできて


りには，いろん


て協力していき


物やお出かけ，


ならないものだ


国に工場があっ


活も便利になっ


の関係をよくし


用できる車が増


らさなければな


りにたよってい


ないので，無駄


ド化に関する


18人


20%
とても役
どちらか
どちらか
役に立た


らえる力に


のを19頁の


くなる」「気


題づくりに役


くなった」「


れた。 


車をかかわらせ


きは，見た目だ


めたいです 
なくてはならな


です 
自動車はかかせ


してしまうので


自動車に乗る人


自動車，燃料電


境がよくなり，


しなくてうるさく


の生活も少しずつ


る車づくりをがん


ナイトビューと


に車の事故がな


いて，場所が分か


えて乗りたいし


ている車を大切に


んな人の協力が


きたいです 
仕事などでよ


だと思います 
って，車が増え


っていると思いま


していきたいと思


増えれば，環境に


らないと思う 
いては，せっか


駄に自動車を使


る意識 


人


40%
役に立った
かというと役
かというと役
たなかった


かかわる児


の【資料５】


気付かなかっ


役立つ」など


「仲間分けが


て考えたことの


だけで選ばず，安


いものです。人


せないものですが


で，環境によい車


が少しでも多く


電池車などが増え


地球を守ること


くなく，排気ガ


つ変えていきた


んばってほしい


かは安全のこと


くなってほしい


からないときに


，もっともっと


に使っていきた


つまっているの


く使われていて


続けているとい


ました 
思う 
にいいと思いま


かく環境にいい自


わずに生活すれ


14人


60% 80


役に立った
役に立たなか


童の記述 


に示した。


たことに気


どであった。


できない疑


の記述 


安全な車か環境


人や環境にやさ


が，地球温暖化


車が増えればい


くなればいいと


えれば，有害物


とができそうで


スやＣＯ２をだ


たいと思います


いです 
とを考えている


いです 
に役だった 
と進化していく


たいです 
ので，わたした


て，人にとって


いうことは，外


ます 


自動車をつくっ


ればいいと思い


1人


% 100%


かった


ｎ＝33


 


気


疑


境


化


い


物


で


だ


た


て


外


い







 - 19 -


これは，付箋紙に書かれた多くの


疑問の共通点や類似点に着目できな


かったり，他の児童が書いた記述内


容を理解できなかったりしたためだ


と考えられる。キーワード化がうま


くできなかった児童に対しては仲間


分けをするときの視点の与え方や付


箋紙に書く際の書き方指導を丁寧に


行う必要があった。 


【図11】は図解シートが役に立っ


たかどうかに関する調査結果である。


「 と て も 役 に た っ た 」 は 26 人


（78.8％），「どちらかというと役に


たった」は７人（21.2％），「どちら


かというと役に立たなかった」「役に


立たなかった」はいなかった。全児


童が，図解シートが自分なりに学習


を進めたり，考えたことを整理した


りするのに役立ったと肯定的な考え


を示した。児童が図解シートについ


て記述したものを【資料６】に示し


た。 


役立ったとする主な理由は，「自分


なりに考えを広げることができる」


「考えが整理される」「分かったこと


が記録される」「分かったことをヒン


トにしてどんどん書くことができる」


「自分の考えを素直に書くことがで


きる」「まとめるのに役立つ」などで


あった。図解シートに対して否定的


な記述はみられなかった。これは，


考えを広げ整理しまとめる図解化に


は模範解答がなく，自分の考えの足


跡が残る図解シートができあがるこ


とで，学習に対する成就感が得られ


たことによると考えられる。また，


学び合いをとおして，自分の考えを


確かめたり，新たな事実や考えに気


付いたりして，自分の考えに自信を


もつことができ，それをまとめに活   


【図11】図解シートに関する意識 


○いろいろな疑問を仲間分けしたら，はっきりしなかった疑問がはっきりした(4) 


○仲間分けして一つにまとめて課題をつくれた(3) 


○まとめたことで車の機能のことがよく分かった(3) 


○まとめると調べやすくなった(3) 


○友だちの付箋紙を見て気付いたことがある(2) 


○新しく知った疑問がたくさんあった(2) 


○いろいろな疑問を仲間分けすると，いっぱいあった疑問がまとまった(2) 


○班の人の疑問が見れたし，どの疑問が多いか少ないかがわかった(2) 


○みんなで思っていたことを協力して解決できた（2） 


○画用紙に色ペンを使って見やすかった(2) 


○人の考えもいろいろ聞くことができたし，課題を決めるのが簡単にできた 


○社会だけでなく他の勉強にも役立つと思う 


○もし疑問に思うことがあったら，使っていきたいと思う 


▲どれがどこにいくのか分からなくなった(2) 


▲書いていることがよく分からなかった(2) 


▲仲間分けができない疑問があった 


「注」 


○はキーワード化が役立つと感じる児童の記述  


 ▲はキーワード化が難しいと感じる児童の記述 


【資料５】キーワード化に関する記述        ｎ＝33


○図に表すと考えが整理され，分かりやすい(4) 


○学習していることがよくわかる（3） 


○自分の考えをたくさん書くことができる(3) 


○自分なりに書くことができるから，分かりやすい（3） 


○自分なりに考えたりまとめたりして，さらに友だちの考えも聞いてその考えも自分


なりにまとめられた(2) 


○理由を考えたり，話し合ったりして自分なりに考えることができた（2） 


○書いたことが考えるヒントにもなるし，分かりやすい（2） 


○自分の考えを素直に書くことができた（2） 


○自分なりに考えたことをまとめて，さらに新しい考えを書いたりすると，自分に自


信がつくし，図で整理するとすっきりして分かりやすくなった 


○ノートに書くより考えやすかったし，図を広々と書くことができた 


○自分で考えなければならないし，自分の分かる言葉で書くから分かりやすい 


○分かったことを書いておくことができる 


○自分の考えをそのまま書くことができ，そこからいろいろな箱を広げられた 


○自分の考えがたくさんあるとき，自由に考えを広げられた 


○最初は，図解シートにスラスラ書けなかったけど，慣れてきたらたくさん書けるよ


うになった 


○自分の考えを自分で納得しながら進めることができた 


○言葉だけだと分かりづらいことも図解シートにまとめるとわかりやすくなった 


○考えたことをまとめるには，いろいろ苦労するけど，この図解シートはその苦労が


ないからいい 


○自分の考えを図解シートに書いてみて，考えをまとめるのが得意になったような気


がする 


○みんなの考えを大きな模造紙にまとめて，貼っていたから考えやすかった 


【資料６】図解シートに関する記述         ｎ＝33


26人 7人


0% 20% 40% 60% 80% 100%


図解シート


とても役に立った
どちらかというと役に立った
どちらかというと役に立たなかった
役に立たなかった


ｎ＝33
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かすことができたことも，図解シートを好意的にとらえる要因と考えられる。 


５ 小学校社会科における社会的な思考力を高める指導に関する研究のまとめ 


実践結果の分析と考察をとおして明らかになった成果と課題を以下に示す。 


(1)  成果 


ア 実物を提示したり，複数の資料を用意したりしたことによって，自動車への興味・関心が


高まり，学習のねらいにそった疑問を多様な側面からもたせることができた。 
イ 資料から分かった事実や疑問を付箋紙に書き出し，比較しながら分類・整理し，仲間分け


するキーワード化により，疑問点を明らかにすることができ，学習課題の設定に役立てるこ


とができた。 


ウ 図解シートを使用したことにより，事象にかかわる概念の整理や思考過程の表出がうなが


され，事実と事実の関連性を明らかにしたり，新たな見方や考え方に気付いたりすることが


できた。 


エ 授業で使用した図解シートをもとに学習内容や思考過程を振り返ることにより，思考の収


束が図られ，自動車づくりにかかわる様々な側面に気付き，自分の立場を明確にして表現す


ることができた。 
オ 指導過程の各段階に思考過程を図解化する思考ツールを取り入れたことにより，社会的事


実を相互に比較・関連付け，関係認識を深めることができた。 
(2)  課題  


ア キーワード化において，付箋紙に書かれた事実や疑問を分類・整理できなかったり，仲間


分けできない疑問が出たりした。仲間分けをするときの視点の与え方や学習に直接かかわら


ない疑問の取り上げ方について工夫することが必要である。 


イ 図解シートを基に単元を振り返る際に，事象同士のかかわりをとらえきれない面があった。


事象と事象のかかわりを考えさせる手だてを工夫することが必要である。 


      以上のことから，課題はあるものの，小学校社会科において，社会的な思考力を高めるために，


多面的・多角的に考えられる思考ツールを取り入れた指導過程の工夫をすることは，有効である


ことが確かめられた。この実践をとおして児童は，「考えること」に進んで取り組むようになっ


た。今後，このような思考ツールを取り入れた指導過程の工夫を他単元でも体系的に行っていけ


ば，さらに思考力が高まっていくものと考える。 


   


Ⅴ 研究のまとめ 


 １ 研究のまとめ 


 本研究は，児童一人一人が社会的事象の意味をとらえるための思考ツールを取り入れた指導過


程の工夫をとおして，社会的な思考力を高める指導について明らかにし，小学校社会科の学習指


導の改善に役立てようとするものである。そのために，基本構想を立案し，手だての試案に基づ


いて授業実践を行った。その結果，仮説の妥当性が確かめられ，社会的な思考力を高めるための


学習指導についてまとめることができた。 


なお，成果として次のことを得ることができた。 


 (1)  小学校社会科における社会的な思考力を高める指導に関する基本構想の立案 


基本構想の立案において，社会的な思考力の構成要素を明らかにし，多面的・多角的に考え


られる思考ツールを取り入れた指導過程の展開を構想した。各段階で取り入れる思考ツールを
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つかむ段階では「キーワード化」，調べ深める段階では「図解シート」，まとめる段階では「授


業で使用した図解シート」とし，指導する際の留意事項等を明らかにすることができた。 


   (2) 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察 


    手だての試案を作成するにあたって，指導過程の「課題を発見する場面」「課題を追究する


場面」「自分の考えを表現する場面」での実態を把握するために，実態調査を行った。調査結


果から明らかになったことを手だての試案作成上の留意点にまとめることができた。 


   (3) 小学校社会科における社会的な思考力を高める指導についての手だての試案の作成 


    基本構想及び実態調査から明らかになった手だての試案作成上の留意点を基にして，手だて


の試案を作成することができた。各段階における思考ツール活用の留意点を示すことができた。 


   (4) 授業実践及び実践結果の分析と考察 


    思考ツールを取り入れた指導過程の工夫を行い，授業実践を行った。検証計画に基づいた実


践結果の分析と考察により，思考ツール（キーワード化，図解シート）が社会的な思考力を高


める上で有効であることが確かめられた。 


   (5) 小学校社会科における社会的な思考力を高める指導に関する研究のまとめ 


    実践結果の分析と考察に基づき，社会的な思考力を高める指導について，成果と課題を明ら


かにすることができた。 


２ 今後の課題 


      今回は社会的な思考力を高めるために，主に，児童個々が事実の関係認識を行う場面で思考ツ


ールを活用した。今後は，小集団の学び合いの場面における効果的な思考ツールの活用の仕方を


明らかにしていきたい。 


 


＜おわりに＞ 


 長期研修の機会を与えてくださいました関係諸機関の各位並びに所属校の諸先生方と児童のみなさ


んに心から感謝申し上げ，結びの言葉といたします 
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【補助資料１】 


社会科の学習についての調査 


                       二戸市立福岡小学校 ５年  組  番 


                          


名 前             


 
 
 


 
 
１ いっしょに配布したプリントを見て，「ホタテの養しょく」について分かること，ぎ問


に思うことを短くまとめて書いてください。 


分
か
る
こ
と 


・ 


・ 


・ 


・ 


・ 


・ 


ぎ
問
に
思
う
こ
と 


・ 


・ 


・ 


・ 


・ 


・ 


 
２ あなたは，今学習していることをさらにくわしく調べたいとき，何を使って調べます


か。あてはまる記号すべてに○をつけてください。 
ア 教科書，資料集 
 イ 先生が黒板にはったり，配布したりした写真やグラフなどの資料 
 ウ 教科書や資料集以外の本 
 エ インターネット 
 オ その他 


   （                  ） 
 


 この調査は，みなさんがふだん社会科の学習をどのように行っているかを教えて


もらい，これからの学習に役立てるためのものです。テストではありませんので，


自分の考えのとおりに答えてください。 
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３ ２で答えた方法で調べるとき，何か困ることはありますか。困っていることがあった


ら，書いてください。 
 
 
 
 
 
 
４ 学習のまとめを自分なりに文章に書くときに困ることは何ですか。あてはまる記号す


べてに○をつけてください。 
ア どのような資料をもとに書けばいいのかわからない 
 イ 大事な言葉がわからない 
 ウ 自分の考えを入れて書くことができない 
 エ 書く順序がわからない 
 オ その他 


  （                  ） 
カ 困らない 


    
５ 米づくりの学習（教科書６～２１ページ）をして考えたことを，自分の生活とかかわ


らせて書いてください。 
 
 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


（例）農家の人々は，体に良い安全な米をつくるために，たいひを土にまぜて，


土の力を高めたり，農薬をへらしたりしていることがわかりました。 
わたしのおじいちゃんも家族のために一生けんめいにお米を作っていると


思うので，今度手伝いたいです。 
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【補助資料２】 


事前テスト 


 


１ こうたさんは，米づくりについてわかったことを下のア～クのようにカ


ードに書きました。 


  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


   


 
 


上の８枚のカードを，次の①②③の三つのことがらに仲間わけするとど


うなりますか。（    ）にあてはまる記号を書きなさい。 
   


①気候にあわせた仕事・・・・・・（                ） 


②効率のよい仕事    ・・・・・・（                ） 


③おいしい米づくり  ・・・・・・（                ） 


 


《こうたさんが書いたカード》 


 


ア 品種改良などの研究を


している。 
イ カントリーエレベーター


で乾燥・貯蔵
ちょぞう


 


ウ 広い水田で米づくりを


している。 


エ 水の管理を忘れずにおこ


なっている。 


オ 季節にあわせて計画的


に仕事をしている。 
カ 大型機械で作業している。 
 


キ ビニールハウスでなえ


を育てている。 
ク 土にたいひを混ぜている。 


   番  氏名 
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２ みちこさんのクラスでは，米づくりと漁業について学習したことを，下


のア～クのようにまとめました。ア～クの八つのことがらを，図の①②③


の分け方にもとづいて分類しなさい。 


 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 
 
 
 


 


 


【図】 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 


①米づくりにかんすること    ・・・・・・    （          ） 


②漁業にかんすること        ・・・・・・    （          ） 


③米づくりと漁業の両方にかんすること ・・・・・（          ） 


ア 網
あみ


や探知機
た ん ち き


などを使って仕事をしている。 


イ 機械を使うようになって，仕事が昔より楽になった。 


ウ 自然を相手にした命がけの仕事である。 


エ 自分たちで商品の値段が決められない。 


オ 水の調整が，とれ高に深くかかわっている。 


カ よりよいものを求めて，品種改良を進めている。 


キ くわやコンバインなどをつかって仕事をしている。 


ク とれ高は，その日によってちがう。 


 


①米づくりに 


かんすること 


        


②漁業に 


かんすること 


 


③米づくり


と漁業に


かんする


こと 
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３ 下の図の   は，庄内平野で米がたくさん収穫されることに関係する


キーワードです。 


の中には，         と   をつなげることがらが入り


ます。 


   に合うものを下のア～クの記号の中から一つずつ選んで書きなさい。                 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


ア 季節におうじて，計画的に仕事をすることが大事である。 


イ 川の流れを変えたり，防砂林をつくったりするなどの工夫や苦労が


あった。 


ウ たいひを土にまぜて，土の力を高めている。 


エ 広い土地，夏の高い気温が米づくりに適している。 


オ 味がよく，色もきれいなので消費者に人気になった。 


カ 庄内平野の米はトラックで全国の消費者に届けられる。 


ク 地区ごとの代表が連絡を取り合いながら協力して管理している。 


米がたくさん収穫     


米がたくさん収穫 庄内平野 


 


用水路 


 


   


水田の開発 


品種開発 


 


米がたくさん収穫 


米がたくさん収穫 


米がたくさん収穫 
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事後テスト 


               


１ けんたくんは，自動車づくりについてわかったことをカードに書きまし


た。次の８枚のカードを３つに仲間わけしなさい。 


 


  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


   


 
 


上の８枚のカードを，次の①②③の三つのことがらに仲間わけするとど


うなりますか。（    ）にあてはまる記号を書きなさい。 
   


①自動車づくりの工夫・・・・・・（                ） 


②消費者のもとにとどくまで ・・・（                ） 


③未来の自動車    ・・・・・・（                ） 


《けんたたさんが書いたカード》 


 


   番  氏名 


ア ハイブリットカーが開


発されている。 


 


イ 大きくて重い部品の組み立


てはロボットがしている。 


ウ できた車はトラックで


運ばれる。 
エ ジャストインタイムで部


品のむだをなくしている。 


オ キズをつけないように


配慮している。 
カ ベルトコンベヤーによる流


れ作業で協力し合いなが


ら仕事をしている。 


キ スイッチをおすだけで


シートが外に出てくる


車 


ク 二酸化炭素をへらして地


球の環境を守ることが大


切である。 
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２ みちこさんのクラスでは，自動車づくりと米づくりについて学習したこ


とを，下のア～クのようにまとめました。ア～クの８つのことがらを，図


の①②③の分け方にもとづいて分類しなさい。 


 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 
 
 
 


 


 


【図】 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 


①自動車づくりにかんすること    ・・・・・・  （          ） 


②米づくりにかんすること        ・・・・・・  （          ） 


③自動車づくりと米づくりの両方にかんすること･･･ （       ） 


ア ロボットが仕事をしている。 


イ 機械を使うようになって，仕事が昔より楽になった。 


ウ ベルトコンベヤーで流れ作業をおこなっている。 


エ 外国の人々の希望にあったものをつくっている。 


オ 天候が仕事を大きく左右する。 


カ よりよいものを求めて，改良をおこなっている。 


キ くわやコンバインなどをつかって仕事をしている。 


ク 水の調整がとれ高に深くかかわっている。 


 


① 自動車づくり 


にかんすること 


        


②米づくりに 


かんすること 


 


③自動車づく


りと米づく


りにかんす


ること 
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３ 下の図の   は，品質のよい日本の自動車に関係するキーワードです。 


の中には，            と   をつなげることがら


が入ります。 


   に合うものを下のア～クの記号の中から一つずつ選んで書きなさい。                 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


ア 電気とガソリンを使って効率よく走る自動車が開発されている。 


イ 指示書のとおりにそれぞれの関連工場でつくられている。 


ウ 高速道路の料金所でお金を払わず，後で支払うシステムができた。 


エ 外国の人々の希望にあった自動車をつくっている。 


オ お客の希望に応じて注文書を書いている。 


カ 足の不自由な人が運転できる自動車が開発されている。 


ク できあがった自動車を傷つけないように仕事をしている。 


品質のよい日本の自動車    


品質のよい日本の自動車 部品 


 


環境を考えた自動車 


 


   


世界に広がる工場 


運輸 


 


品質のよい日本の自動車 


品質のよい日本の自動車 


品質のよい日本の自動車 
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番 氏名 


【補助資料３】 


事後意識調査（手だてに関する意識の状況） 


社会の学習についてのアンケート 


 


 


 


  


 


 


 


 


 


１ 疑問に思ったことをカードに書き出し，模造紙に貼り出されたカードを仲間分けする学習は，


疑問に思うことをはっきりさせるのに役だちましたか。自分の考えに一番近いものに○をつけ


てください。 


 


とても役にたった          どちらかというと役にたった        どちらかというと役にたたなかった         役にたたなかった 


 


 


   


それは，どうしてですか。 


 


 


 


 


 


 


 


２ 図解シートは，自分なりに学習を進めたり，考えたことを整理したりするのに役だちました


か。自分の考えに一番近いものに○をつけてください。 


 


とても役にたった          どちらかというと役にたった        どちらかというと役にたたなかった         役にたたなかった 


 


 


   


それはどうしてですか。 


 


 


 


 


 


 


 


 「自動車をつくる工業」の学習では，疑問に思ったことをカードに書き出し，


貼り出されたカードを仲間分けして学習課題をつくったり，自分の考えを図で


説明したりする学習を行ってきました。これらの学習について質問に答えてく


ださい。 
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３ 今回の学習をとおして，感じたことや思ったことを下の    の中に自由に書いてくださ


い。 


  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


   


                     


ありがとうございました。 
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【補助資料４】 


第５学年社会科学習指導案 
日 時 平成 20 年９月８日～23 日 


児 童 男 18 名 女 17 名 計 35 名 


授業者 和 田 繁 幸 


   
１ 単元名   わたしたちの生活と工業生産 
        １ 自動車をつくる工業 
 
２ 単元について 


(1) 本単元のねらい 


本単元は，学習指導要領の内容の（２）を扱う。ここでの主な学習内容は，「我が国の工業生産


について，様々な工業製品が国民生活をささえていること，我が国の各種の工業生産や工業地域の


分布，工業生産に従事している人々の工夫や努力，工業生産を支える貿易や運輸の働きについて，


調査したり地図帳や地球儀，資料等を活用したりして調べ，それらは国民生活を支える重要な役割


を果たしていることを考えるようにする」ことである。児童の思考の流れを考慮し，事象を関連付


けて調べたり考えたりできるように単元を構成する。 


(2) 教材について  


   自動車産業は製造・販売をはじめ整備・資材など各分野にわたる広範な関連産業を持つ総合産業


である。これら自動車関連産業に直接・間接に従事する就業人口は約 500 万人にのぼり，大きな雇


用機会を創出し，日本経済を支える重要な基幹産業となっている。自動車は２万～３万点の部品で


組み立てられるが，自動車工場でそれらの部品全部を生産しているのではなく，外注加工に出すも


のやタイヤ，バッテリーなど完成した構成部品を購入するものがかなりあり，そのなかには外国製


のものも多数含まれている。また自動車工業で使用される主要な材料，部品は多種多様にわたって


おり，自動車工業が一大総合産業と言われるのもそのためであり，膨大な設備投資や研究開発費の


投入など，その動向は経済界のバロメーターとして重視されている。 


   トヨタ自動車の「カンバン方式」や「ジャストインタイム」に代表されるような無駄の排除や効


率の追求，部品メーカーとの連携により，良質の製品を安定して供給できるようになった。また，


消費者のニーズに合わせて生産できるように，生産工程の中に様々なコンピュータやロボットを配


置し，「多品種少量生産」を行えるような工夫を行っている。 


   地球温暖化問題，原油値の高騰等により，環境に優しく経済的なエコカーが注目されている。リ


サイクルしやすい部品の開発やハイブリット車の販売，燃料電池車の開発など，人と車が共存でき


る新たな車社会の提案が始まっている。 


四輪車の生産は６年連続増加しているものの，新車・中古車販売は２年連続減少している。輸出


台数は６年連続増加しており，海外を意識した車作りが進められている。また，各自動車メーカー


は海外生産に切り替えるようになり，2005年度には海外の自動車生産台数が国内生産を上回るなど，


現地での雇用や経済事情を考えながら，共に発展するような工夫・努力をしている。 


(3) 児童の実態と指導観 


   児童は，これまでに自分たちの食生活を支える農業や水産業に従事している人々の具体的な営み 
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について学んできた。 


   農業については，稲作に焦点を当てて調べ，我が国の農業が自然環境と深くかかわっていること


や，農作物の生産が国民の食料を確保する上で重要な役割をもっているということを学習してきた。


児童は，稲作について追究する中で，気候や土地の特徴，その地域に伝わる文化や伝統等，資料を


基に様々な角度から調べた。前学年から，調べ学習に意欲的に取り組み，課題を進んで解決しよう


とする姿がみられた。 


   水産業の学習では，地図や統計資料などを活用して，主な漁場の分布，水産業で働く人々の工夫


や努力，水産業がかかわる問題点について調べたり，話し合ったりしながら学習を深めた。水産業


に対する理解は深まったものの，自分たちの生活とかかわらせて考えることができる児童は 40％ほ


どだった。 


    本単元では，社会的事象の意味をとらえさせるために，思考ツールを取り入れた指導過程の工夫


を行い，社会的な思考力を高める。具体的には，「つかむ」段階では，個々の課題をキーワードと


して出させ，分類・整理という作業をとおして学習課題を考えさせる。「調べ深める」段階では，


調べて分かった事実がその他の事実とどう関連しているのかを考えさせる。「まとめる」段階では，


学んだことと自分の生活をかかわらせて考えさせる。 


 


３ 単元の目標 


 ○  自動車工業に従事している人々の工夫や努力，自動車生産を支える貿易や運輸について調べ，工


業生産が国民生活や産業を支える重要な役割を果たしていることを考える。 


○ 各種の写真・地図・統計及び工場で働く人の声などの資料を活用して，日本の工業生産の現状や


課題についてとらえ，自分なりの考えをもつことができるようにする。 


 


４  評価規準 


単元の評価規準 


関心・意欲・態度 社会的な思考・判断 観察資料活用の技能・表


現 


知識・理解 


 自動車工業の生産の


様子について意欲的に


調べ，安全や環境のこ


とを考えたこれからの


自動車開発について関


心を深める。 


自動車が効率良く安


定して生産されるわけ


について，働く人々の


努力や関連工場とのつ


ながり，機械化や輸送


の工夫などと関連付け


て考えている。 


写真・インターネッ


トなどの映像資料，模


型，各種資料などを目


的に応じて活用して調


べ，自動車生産の特色


や役割をまとめて表現


する。 


 自動車生産とその特


色，これからの方向性


や課題について理解し


ている。 
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４ 指導と評価の計画 


 


過


程 


小 


単元 
時 学習内容・活動 


思 考 


ツール 
具体の評価規準 


つ
か
む 


自
動
車
の
つ
く
り
方
を
調
べ
よ
う


 


１ 


自動車販売店をたずねて 


・自動車のプラモデルやパンフ


レットを見て，自動車づくり


への疑問をもつ 


キーワ


ード化 


・自動車の実物やパンフレットなどを見て，自動車購


入の仕方や自動車の作り方についての疑問を一つは


もっている                 【関心・意欲・態度】 


・自動車の実物やパンフレットなどを見て，自動車購


入の仕方や自動車の作り方について疑問に思ったこ


とを付箋紙に一つは記述している  【技能・表現】 


２ 


課題づくり 


・出された疑問を分類・整理し


て，単元をとおした学習課題


を設定する 


キーワ


ード化 


・出された疑問の共通点をみつけ，自動車づくりの工


夫，部品工場のかかわり，流通の仕組み，未来の自


動車などの視点で分類・整理している【思考・判断】 


調
べ
深
め
る 


３ 


自動車づくりのくふう 


・自動車の組み立ての順序，作


業などの工夫を調べる 
図 解 


シート 


・ロボットの働き，指示書の役割，作業の工夫などの


関連を整理して，効率良い生産の仕組みについて考


えている                         【思考・判断】 


・働く人の工夫や努力によって安定した品質の製品が


できることを理解している        【知識・理解】 


４ 


自動車の部品をつくる工場 


・自動車のシートやシートに使


われる部品をつくる工場の仕


事の様子と工夫について調べ


る 


図 解 


シート 


・組み立て工場と部品工場のつながりをジャストイン


タイムの仕組みと関連付けて考えている【思考・判断】 


・組み立て工場と部品工場のつながりから，効率よい


生産の仕組みについて理解している 【知識・理解】 


５ 


消費者のもとへ運ばれる車 


・できあがった自動車は国内外


に効率良く運ばれることや運


輸に携わっている人々の工夫


や努力を調べる 


図 解 


シート 


・１台の自動車が生産され，消費者のもとに届くまで


の関連を整理して，効率良い運輸の仕組みについて


考えている            【思考・判断】 


・運輸に携わる人々の工夫や努力によって効率良い流


通システムが構築されていることを理解している          


【知識・理解】 


６ 


世界に広がる工場 


・世界各地に増えている日本の


自動車会社の工場の様子や現


地生産の仕組みについて調べ


る 


図 解 


シート 


・世界各地に増えている日本の自動車会社の工場の様


子や現地生産の仕組みを写真や統計資料を活用して


調べている            【技能・表現】 


・海外生産が増えてきた理由とこれからの自動車生産


の課題を理解している       【知識・理解】 


人
と
共
存
す
る
自
動
車
の
開
発 


７ 


ハイブリットカーの誕生 


・新しい自動車開発の工夫や努


力，これからの自動車につい


て調べる 


図 解 


シート 


・ハイブリットカーや燃料電池車について写真や統計


などの基礎的資料を活用して調べている 


【技能・表現】 


・ハイブリットカーや燃料電池車開発の工夫や努力を


理解している           【知識・理解】 


８ 


地球にやさしい自動車 


・未来の自動車開発について考


える 


 


・自動車発達の背景をふまえ，未来の自動車はどのよ


うなものであれば理想的か，考えたり話し合ったり


している             【思考・判断】 


ま
と
め
る 


９ 


まとめと振り返り 


・学んできたことを自分の生活


とかかわらせて自分なりにま


とめる 


図 解 


シート 


・自動車工業が自分たちの生活を支えていることに関


心をもち，まとめの文を書いたり，自分の考えを発


表したりしようとする    【関心・意欲・態度】 


・自動車づくりの過程を振り返り，自分の生活とのか


かわりについて，自分の考えをまとめて書いたり発


表したりしている         【技能・表現】 
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５ 展開案 


「自動車をつくる工業」【第１時の授業（1/9）】 


(1) 本時の目標 


・自動車の実車やパンフレットなどを見て，自動車購入の仕方や自動車の作り方について疑問に思った


ことをノートに記入している。 


・パンフレットなどの資料を活用して，自動車づくりに関する疑問をまとめることができる。 


(2)  展開 


段階 学習活動 指導上の留意点 資料 


つ


か


む 


15


分 


１ 本時の学習課題を把握する。 


 


２ ハイブリットカーを見る。 


 ・形がかっこいい。 


 ・メーターが未来的。 


３ 実際の車を見て，気がついたことを付


箋紙に書く。 


・たくさんの部品が使われている。 


 ・メーターが普通の車と違う。 


 ・音が静か。 


・校庭にハイブリットカーを用意し，


内装やエンジンルームを見せ，自


動車に興味をもたせる。 


 


・ハイブリッ


トカー 


 


 


 


・付箋紙 


調


べ


深


め


る 


20


分 


４ 自動車販売店の写真を見て，何をして


いるのか話し合う。 


 ・お客と販売店の人が話し合っている。 


５ パンフレットを見て，気付いたことを


付箋紙に書く。 


・タイヤのサイズやオーディオが何種類


かある。 


・色を選べる。 


６ プラモデルの部品を見て，気付いたこ


とを話し合い，付箋紙に書く。 


 ・ハンドル，タイヤ，ドア，シート，エ


ンジン･･･などたくさんの部品が使わ


れている。 


 


 


 


・消費者の多様なニーズがあり，販


売店は消費者のニーズに多様に応


じていることに気付かせる。 


・車を自分が購入するという立場で


調べさせる。 


 


 


・実際に見たりさわったりさせ，実


感させる。 


 


 


 


 


・自動車販


売店の写


真 


・パンフレ


ット 


・プラモデ


ル 


 


ま
と
め
る
10
分 


７ 付箋紙を整理する。 


  


・それぞれの事象（実物，パンフレ


ット，プラモデル）を見て抱いた


疑問を学習シートに貼らせる。 


 


 (3)  評価 


観
点 


Ａ 十分に満足できる Ｂ おおむね満足できる 
（評価方法） 


Ｂに至らせるための手だて 


関


心


・


意


欲
・
態
度 


自動車の実車やパンフレッ
トなどを見て，自動車購入の仕
方や自動車の作り方について
の疑問を二つ以上もっている。 


自動車の実車やパンフレッ
トなどを見て，自動車購入の仕
方や自動車の作り方について
の疑問を一つはもっている。 
（付箋紙，行動観察） 


プラモデルを分解させて部
品の多さに気付かせたり，パ
ンフレットを見て好きな車を
選ばせたりしながら，自動車
づくりに興味をもたせる。 


技
能･


表
現 


自動車の実車やパンフレッ
トなどを見て，自動車購入の仕
方や自動車の作り方について
疑問に思ったこと二つ以上記
述している。 


自動車の実車やパンフレッ
トなどを見て，自動車購入の仕
方や自動車の作り方について
疑問に思ったことを一つは記
述している。（付箋紙，行動観察） 


パンフレットを見る視点，
調べる視点を明確に示し，個
別にノートの書き方を指導す
る。 


自動車をくわしく調べよう。 


キーワード化 
・資料から読み取った情報を


付箋紙に書き出させる。 


・読み取ったことや疑問をでき


るだけ短い言葉で書かせる。 
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「自動車をつくる工業」【第２時の授業（2/9）】 


(1) 本時の目標 


出された疑問の共通点をみつけ，自動車づくりの工夫，部品工場のかかわり，流通の仕組み，未来の


自動車などの視点で分類・整理することができる。 


(2)  展開 


段階 学習活動 指導上の留意点 資料 


つ
か
む
５
分 


１ 前時を想起する。 


 


２ 本時の学習課題を把握する。 


 


・プラモデルの部品を調べたことや


パンフレットを見たことを想起さ


せる。 


 


 


調


べ


深


め


る 


25


分 


３ 疑問に思うことをキーワード化して，


付箋紙に書く。 


 ・どのようにつくられるのか。 


 ・どのような部品があるのか。 


・すべての部品を同じ工場でつくってい


るのか。 


 ・どうやって運んでくるのか。 


 ・環境に優しい車とはどんな車か。 


４ 付箋紙を分類・整理する。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・付箋紙 


 


 


 


 


 


 


 


・模造紙 


ま
と
め
る
15
分 


５ 単元の学習課題をつくる。 


・自動車づくりの工夫 


・部品工場とのかかわり 


・消費者のもとへ届くまで 


・未来の車 


・各グループの模造紙を見合う。 


・話し合いにより，学習課題をまと


め，学習の見通しをもたせる。 


 


 (3)  評価 


観
点 


Ａ 十分に満足できる Ｂ おおむね満足できる 
（評価方法） 


Ｂに至らせるための手だて 


思
考
・
判
断 


出された疑問の共通点をみ
つけ，自動車づくりの工夫，部
品工場のかかわり，流通の仕組
み，未来の自動車などの視点で
分類・整理し，単元の学習課題
を考えている。 


出された疑問の共通点をみ
つけ，自動車づくりの工夫，部
品工場のかかわり，流通の仕組
み，未来の自動車などの視点で
分類・整理している。 
（発言，行動観察，カード） 


 グループ内での話し合いを
参考にさせ，分類・整理の方法
を理解させる。 


 


 


 


 


 


 


 


 


出された疑問を仲間分けして，自動車づくり


について学習課題をつくろう。 


キーワード化 
・グループごとに模造紙を配布し，個


人で書いた付箋紙を貼り付けさせ


る。 


・共通点をみつけて分類・整理させる。 


・仲間分けしたものにキーワードを書


かせる。 
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「自動車をつくる工業」【第３時の授業（3/9）】 


(1) 本時の目標 


  ・ロボットの働き，指示書の役割，作業の工夫などの関連を整理して，効率良い生産の仕組みについて


考えることができる。 


  ・働く人の工夫や努力によって安定した品質の製品ができることを理解する。 


(2)  展開 


段階 学習活動 指導上の留意点 資料 


つ


か


む 


５


分 


１ 本時の学習課題を把握する。 


 


 


２ 消費者が注文した自動車が次々とつ


くられるひみつを予想する。 


・機械がつくっているから。 


・働いているひとが協力し合っているか


ら。 


 


 


 


・予想を立てられなかった児童には，


友達の発表を聞かせ，イメージをも


たせる。 


 


 


 


 


 


調


べ


深


め


る 


 


 


 


 


35


分 


３ 自動車製造のビデオを見る。 


 


 


４ 自動車の組み立ての順序や工夫を調


べる。 


・プレス→ようせつ→とそう→組み立て


ライン→検査 


・プレス機で鉄板を折り曲げたり，打ち


抜いたりして，ゆか，ドアなどをつく


る。 


・プレスしてできた部品をつなぎ合わ


せ，車体をつくる。 


・買う人の希望に応じて色を塗る。 


・2000m のコンベヤーでエンジン，タイ


ヤ，シート，ガラスなどを取り付ける。 


５ グループで学び合いをする。 


 ・エンジンやシートは別の工場でつくら


れる。 


 ・ロボットでつくる。 


・自動車ができるまでの様子をビデオ


で見せ，製造工程について追究する


見通しをもたせる。 


・教科書，資料集以外にもインターネ


ット資料や参考図書を準備してお


く。 


・児童個々の状況をしっかり把握し，


調べやすい補足資料を用意する。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・グループで学習することの目的と進


め方を指導する。 


・ビデオ 


 


・図解シー


ト 


・トヨタク


ルマこど


もサイト 


・参考図書 


・補足資料 


ま
と
め
る
５
分 


６ まとめる。 ・今日の学習を全体で確認する。 


・自分のことばでノートにまとめさせ


る。 


 


 (3)評価 


観
点 


Ａ 十分に満足できる Ｂ おおむね満足できる 
（評価方法） 


Ｂに至らせるための手だて 


思
考
・
判
断 


ロボットの働き，指示書の役
割，作業の工夫などの関連を整
理し，効率良い生産の仕組みや
自動車づくりにかかわる人々
の工夫や思いを考えている。 


ロボットの働き，指示書の役
割，作業の工夫などの関連を整
理して，効率良い生産の仕組み
について考えている。 


（図解シート，発言） 


 「なぜ，そうなるのか」「どうい
う関係があるのか」「どういう順番
なのか」「こことここの関係を説明
するとどうなるのか」など，関連
性に気付くように声がけする。 


知
識
・
理
解 


働く人の工夫や努力によっ
て安定した製品が早く，計画的
にできることを理解している。 


働く人の工夫や努力によっ
て安定した品質の製品ができ
ることを理解している。 
      （図解シート） 


 図解シートへの記入の仕方
を個別で指導し，一つ一つの事
実を明確にさせ，理解を促す。 


消費者が注文した自動車が次々につくられるひみつは何だろう。 


図解シート 
・それぞれの工程の説明や関連を図解


シートに書き込ませる。 


・図解シートを基に，グループ内で順


番に発表させ，新たな事実・関連・


説明等を書き込ませる。 
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「自動車をつくる工業」【第４時の授業（4/9）】 


(1) 本時の目標 


  ・組み立て工場と部品工場のつながりをジャストインタイムの仕組みと関連付けて考えることができ 


る。 


  ・組み立て工場と部品工場のつながりから，効率よい生産の仕組みについて理解する。 


 (2)  展開 


段階 学習活動 指導上の留意点 資料 


つ


か


む 


５


分 


１ 本時の学習課題を把握する。 


 


 


２ 自動車の部品が，どこでどのようにつ


くられるのか予想する。 


・自動車工場ですべてつくっている。 


・別なところでつくられ，運ばれてくる


のかも。 


 


 


 


・多くの部品が使われているという


前時までの学習を想起させる。 


 


 


 


調


べ


深


め


る 


35


分 


３ インターネットの「トヨタクルマこど


もサイト」を見る。 


４ 自動車に使われる部品やその部品をつ


くる関連工場について調べる。 


 ・メーター，ライト，タイヤ，シート，


ハンドル，エンジン・・・ 


・小さな部品工場→部品工場→自動車工


場 


・シートだけで 200 もの部品がある。 


・自動車工場からの指示書どおりに部品


をつくる。 


・関連工場は自動車工場の近くにある。 


 


５ グループで学び合いをする。 


 ・自動車工場と関連部品工場が近くにあ


ると効率よく車をつくることができ


る。 


・組み立て工場と部品工場のつなが


りを追究する見通しをもたせる。 


・教科書，資料集以外にもインター


ネット，参考図書でも調べられる


ように準備しておく。 


・こまかな部品からそれぞれの部品


（メーター，ライト，タイヤ，シ


ート，ハンドル，エンジンなど）


ができ，その部品が自動車工場で


組み立てられて自動車が完成する


ことをつかませる。 


 


・トヨタク


ルマこど


もサイト 


・電子黒板 


・図解シー


ト 


 


ま
と
め
る
５
分 


６ まとめる。 ・今日の学習を全体で確認する。 


・自分のことばでノートにまとめさ


せる。 


 


(3)評価 


観
点 


Ａ 十分に満足できる Ｂ おおむね満足できる 
（評価方法） 


Ｂに至らせるための手だて 


思
考
・
判
断 


組み立て工場と部品工場の
つながりをジャストインタイ
ムの仕組みと関連付けて考え，
組み立て工場と部品工場が密
接な関係にあることを考えて
いる。 


組み立て工場と部品工場の
つながりをジャストインタイ
ムの仕組みと関連付けて考え
ている。 （図解シート，発言） 
   


「なぜ，そうなるのか」「ど
ういう関係があるのか」「どう
いう順番なのか」「こことここ
の関係を説明するとどうなる
のか」など，関連性に気付くよ
うに声がけする。 


知
識
・
理
解 


組み立て工場と部品工場の
密接な関係や効率よい生産の
仕組みについて理解している。 


組み立て工場と部品工場の
つながりから，効率よい生産の
仕組みについて理解している。 


（図解シート） 


図解シートへの記入をチェ
ックし，書けてない児童には個
別で指導を行い，一つ一つの事
実を明確にさせ，事実と事実の
関連を考えさせる。 


自動車工場と関連工場のつながりを調べ，部品をおさめるときの工夫を考えよう。 


図解シート 
・それぞれの部品工場が関連し合って


自動車ができあがることを図解シー


トに書き込ませる。 


・図解シートを基に，グループ内で順


番に発表させ，新たな事実・関連・


説明を書き込ませる。 
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「自動車をつくる工業」【第５時の授業（5/9）】 


(1) 本時の目標 


  ・１台の自動車が生産され，消費者のもとに届くまでの関連を整理して，効率良い運輸の仕組みについ


て考えることができる。 


  ・運輸に携わる人々の工夫や努力によって効率良い流通システムが構築されていることを理解する。 


 (2)  展開 


段階 学習活動 指導上の留意点 資料 


つ


か


む 


10


分 


１ 本時の学習課題を把握する。 


 


 


２ 自動車工場から運ばれる自動車の写真


や港に並べられている自動車の写真を提


示し，これからこの車はどうなるのか予


想する。 


 ・トラックに車がのって運ばれるのを見


たことがある。 


・すごい車の数だ。 


・これから販売店に行くのだろう。 


 ・仙台港から外国へ運ばれるのかな。 


 


 


 


・２つの写真を提示し，２つの写真


はどのように関連しているかを問


い，学習意欲を喚起する。 


 


・前時までの学習や生活経験を活か


した予想を立てさせる。 


 


 


 


・写真２枚 


調


べ


深


め


る 


30


分 


３ 販売店で注文した自動車がどのように


消費者のもとへ届くのか調べる。 


・販売店からの指示書で車を組み立てる。 


 ・トラックで運ぶ。 


 ・傷をつけないように運ぶ。 


 ・港から国内の遠いところや外国に運ぶ。 


 


４ 図解シートを基に他の児童と交流する。 


・教科書，資料集以外にもインター


ネット資料や参考図書でも調べら


れるように準備しておく。 


・児童個々の状況をしっかり把握し，


調べやすい補足資料を用意する。 


 


・図解シー


ト 


・参考図書 


・補助資料 


ま
と
め
る
５
分 


５ まとめる。 ・今日の学習を全体で確認する。 


・自分のことばでノートにまとめさ


せる。 


 


(3)評価 


観
点 


Ａ 十分に満足できる 
Ｂ おおむね満足できる 


（評価方法） 
Ｂに至らせるための手だて 


思
考
・
判
断 


１台の自動車が消費者のも
とに届くまでの関連を整理し
て，効率良い運輸の仕組みや自
動車輸送にかかわる人々の工
夫や思いを考えている。 


１台の自動車が生産され，消
費者のもとに届くまでの関連
を整理して，効率良い運輸の仕
組みについて考えている。 


（図解シート，発言） 


２枚の写真の他に，自動車販
売店で注文する写真や納車さ
れるときの写真を示し，それら
の写真を基に関連を考えさせ
る。 


知
識
・
理
解 


運輸に携わる人々の工夫や
努力によって効率良い流通シ
ステムが構築されていること
や運輸の役割について理解し
ている。 


運輸に携わる人々の工夫や
努力によって効率良い流通シ
ステムが構築されていること
を理解している。（図解シート） 


図解シートへの記入の仕方
を個別で指導し，一つ一つの事
実を明確にさせ，理解を促す。 


完成した自動車は，どのようにして消費者のもとにとどくのだろう。 


図解シート 


・販売店，自動車工場，関連工場，仙台港


などの社会的事実を図解シートに書き込


ませ，その関連や説明を考えさせる。 


・グループ内で順番に発表していき，新た


な事実・関連を書き込ませる。 
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「自動車をつくる工業」【第６時の授業（6/9）】 


(1) 本時の目標 


  ・世界各地に増えている日本の自動車会社の工場の様子や現地生産の仕組みを写真や統計資料を活用し


て調べることができる。 


  ・海外生産が増えてきた理由とこれからの自動車生産の課題について理解する。 


 (2)  展開 


段階 学習活動 指導上の留意点 資料 


つ


か


む 


10


分 


１ アメリカへの自動車の輸出台数のグ


ラフを提示する。 


 ・だんだん減っている。 


 ・1985 年ころから減っている。 


２ 海外で生産された自動車の台数のグ


ラフを提示する。 


 ・増えてきている。 


３ 本時の学習課題を把握する。 


 


４ 予想を発表する。 


・その国の人々のニーズに応えるため。 


・早く届けるため。 


・縦軸が自動車の台数，横軸が年であ


ることを確認する。 


・代表的な国としてアメリカを取り上


げる。 


・海外で生産された自動車台数の変化


を読み取らせる。 


 


 


 


・海外生産には，何か良い点があるか


らだということをおさえさせる。 


・輸出台数の


グラフ 


 


 


・海外で生産


される自動


車台数のグ


ラフ 


調


べ


深


め


る 


30


分 


５ 世界中に日本の自動車会社の工場が


広がっていることを確認する。 


・世界中に日本の自動車工場がある。 


６ 海外生産が増えている理由を調べる。 


・その国の人々のニーズに応えるため。 


・材料が安く手に入る。 


・早く届けるため。 


・国と国の関係を良くするため。 


７ 海外生産を行う上での，様々な工夫や


努力を考える。 


 ・外国の自動車メーカーがつぶれないよ


うに技術提携をしている。 


・その国の発展にも力を注いでいる。 


  ・外国と協力している。 


 


 


 


 


 


 


 


 


・現地の人が働けることの良さや現地


の部品を使うことの良さを考えるこ


とで，つり合いのとれた貿易と協力


の大切さを考えさせる。 


・貿易は一方向ではなく，双方向で進める


ことが大切であることに気付かせる。 


・世界に広


がる工場


の拡大図 


 


・輸送・賃


金につい


ての表 


・車を壊す


写真 


ま
と
め
る
５
分 


８ まとめる。 ・今日の学習を全体で確認する。 


・自分のことばでノートにまとめさせ


る。 


 


(3)評価 


観
点 


Ａ 十分に満足できる Ｂ おおむね満足できる 
（方法） 


Ｂに至らせるための手だて 


技
能
・
表
現 


世界各地に増えている日本
の自動車会社の工場の様子や
現地生産の仕組みを写真や統
計資料を活用して具体的に調
べている。 


世界各地に増えている日本
の自動車会社の工場の様子や
現地生産の仕組みを写真や統
計資料を活用して調べている。 


（ノート，発言） 


難しい語句や意味が分から
ない文章を説明する補足資料
を用意して，調べ活動を行わせ
る。 


知
識
・
理
解 


海外生産が増えてきた理由
を外国とのかかわりから具体
的に理解するとともに，これか
らの自動車生産の課題につい
て理解している。 


海外生産が増えてきた理由
とこれからの自動車生産の課
題について理解している。 


（ノート，発言） 


つりあいのとれない貿易を
したらどうなるのか，それぞれ
の国の立場になって考えさせ
る。 


海外で多く生産するようになったのはなぜだろう。 


図解シート 


・海外生産の良さを図解シートに


書き込ませ，その関連や説明を


考えさせる。 


・グループ内で順番に発表してい


き，新たな事実・関連を書き込


ませる。 
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「自動車をつくる工業」【第７時の授業（7/9）】 


(1) 本時の目標 


  ・ハイブリットカーや燃料電池車について写真や統計などの基礎的資料を活用して調べることができる。 


  ・ハイブリットカーや燃料電池車開発の工夫や努力を理解する。 


 (2)  展開 


段階 学習活動 指導上の留意点 資料 


つ


か


む 


10


分 


１ ハイブリットカーのメーターの写真


を提示する。 


 


２ 本時の学習課題を把握する。 


 


 


 


３ 予想を発表する。 


・電気を使って走る。 


・環境にやさしい。 


・燃料をあまり使わない。 


・普通の車のメーターと違うことに気


付かせ，ハイブリットカーの仕組み


について関心をもたせる。 


 


 


 


 


・前時までの学習や生活経験から予想


させる。 


 


・ハイブリッ


トカーのメ


ーターの写


真 


調


べ


深


め


る 


30


分 


４ 電気とガソリンを使って走る仕組み


を調べる。 


・ガソリンと電気を使い分けて走る。 


・停車中はガソリンを使わない。 


・コンピュータが管理して走っている。 


５ 燃費について調べる。 


 ・ハイブリットカーは普通の自動車の


倍以上燃費がいい。 


 ・排出される二酸化炭素は半分以下。 


６ ハイブリットカー開発のひみつを調


べる。 


・使う燃料を減らす。 


・二酸化炭素の排出を減らす。 


・地球環境にやさしい車。 


 


 


 


 


 


 


 


 


・ガソリン高騰で，エコカーの需要が


高まっていることにふれる。 


 


・消費者のニーズ，環境問題等を受け


て未来の車づくりが進められたこと


に気付かせる。 


・パンフレッ


ト 


・ハイブリッ


トカー利用


者の声 


・インターネ


ット 


・参考図書 


ま
と
め
る
５
分 


７ まとめる。 ・今日の学習で分かったことやさらに


知りたいことをノートに書かせる。 


・水素を使って走る車や，燃料電池で走る


車が開発されていることを知らせる。 


 


 (3)評価 


観


点 


Ａ 十分に満足できる Ｂ おおむね満足できる 
（評価方法） 


Ｂに至らせるための手だて 


技
能
・
表
現 


ハイブリットカーや燃料電
池車について写真や統計など
の資料を活用して具体的に調
べている。 


ハイブリットカーや燃料電
池車について写真や統計など
の資料を活用して調べている。 


（ノート，発言） 


難しい語句や意味が分から
ない文章を説明する補足資料
を用意して，調べ活動を行わせ
る。 


知
識
・
理
解 


ハイブリットカーや燃料電
池車開発の工夫や努力，これか
らの自動車開発の在り方を理
解している。 


ハイブリットカーや燃料電
池車開発の工夫や努力を理解
している。 （ノート，発言） 


ハイブリットカーに乗って
いる人の話を聞かせ，その良さ
に気付かせる。 


未来の自動車について調べよう。また，それらの自動車はどのような


願いから開発されたのだろう。 


図解シート 


・未来の自動車について図解シー


トに書き込ませ，その関連や説


明を考えさせる。 


・グループ内で順番に発表してい


き，新たな事実・関連を書き込


ませる。 
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「自動車をつくる工業」【第８時の授業（8/9）】 


(1) 本時の目標 


・自動車発達の背景をふまえ，未来の自動車はどのようなものであれば理想的か，考えたり話し合った


りすることができる。 


 (2)  展開 


段階 学習活動 指導上の留意点 資料 


つ
か
む
５
分 


１ 本時の学習課題を把握する。 


 


 


・図解シートを基に前時までの学習内


容を確認する。 


 


 


調


べ


深


め


る 


 


 


 


35 


分 


２ ペアでの学び合いをする。 


 ・各自で構想，取材し，ノートにまとめ


たものを隣同士で見合う。 


 


 


３ グループで学び合う。 


 ・意見を出し合いながら，大まかな設計


図を模造紙に書き込む。 


 


 


 


４ 全体で学び合いをする。 


 


 


・自分のノートに書かれていないこと


を見つけ，より多くの観点をもって


設計に当たることができるように


する。 


・個々の意見が生きるように，一人 1


項目のアイディアを書き込めるよ


うにする。 


・「車体の形」「材料」「車内設備」等，


観点を明確にして設計図に書き込


んでいくように助言する。 


・「ＣＯ２問題」や「燃料高騰」という


観点から，環境面や経済面を考慮し


ているグループの設計図を紹介し，


全体に広める。 


・車のパン


フレット 


・参考図書 


 


 


・模造紙 


ま
と
め
る
５
分 


５ まとめる。 ・環境を考えた自動車づくりがはじま


っていることを確認する。 


 


 (3)評価 


観


点 


Ａ 十分に満足できる Ｂ おおむね満足できる 


（評価方法） 


Ｂに至らせるための手だて 


思
考
・
判
断 


環境や安全等の視点から，未


来の自動車に必要な機能を考


えて設計に生かしたり，話し合


ったりしている。 


自動車発達の背景をふまえ，


未来の自動車はどのようなも


のであれば理想的か，考えたり


話し合ったりしている。 


（設計図，発言，行動観察） 


自分の考えに自信がもてず


にいる児童には，どんな考えで


も大事な意見であることを話


し励ます。グループでの話し合


いでは，友だちの意見を参考に


して考えを深めさせる。 


 


 


 


 


人や環境にやさしい自動車を設計しよう。 
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「自動車をつくる工業」【第９時の授業（9/9）】 


(1) 本時の目標 


・自動車工業が自分たちの生活を支えていることに関心をもち，まとめの文を書いたり，自分の考えを


発表したりしようとしている。 


・自動車づくりの過程を振り返り，自分の生活とのかかわりについて，自分の考えをまとめて書いたり


発表したりすることができる。 


 (2)  展開 


段階 学習活動 指導上の留意点 資料 


つ


か


む 


10


分 


１ 本時の学習課題を把握する。 


 


 


２ 学習してきたことを振り返る。 


 


 


 


・全体で確認しながら進める。 


・授業で使用した図解シートや資料を掲


示するなど，学びとった知識や理解し


た内容などが活用できるようにする。 


・これまで


に使用し


た資料 


調


べ


深


め


る


25


分 


３ まとめ図解シートに書く。 


 


 


 


 


 


 


 


 ・図解シー


ト 


・まとめ方


を書いた


紙板書 


ま
と
め
る
10
分 


４ 発表する。 


 


 


５ まとめる。 


・環境，経済，安全等にまで思慮が及ん


でいる児童の文章は，全体の場で紹介


する。 


・まとめは模造紙に貼り掲示する。 


・模造紙 


 (3)評価 


観
点 


Ａ 十分に満足できる Ｂ おおむね満足できる 
（評価方法） 


Ｂに至らせるための手だて 


関
心
・
意
欲
・
態
度 


自動車工業が自分たちの生
活を支えていることや安全・環
境を考えた自動車が開発され
ていることに関心をもち，進ん
でまとめの文を書いたり，自分
の考えを発表したりしようと
している。 


自動車工業が自分たちの生
活を支えていることに関心を
もち，まとめの文を書いたり，
自分の考えを発表したりしよ
うとしている。 
（行動観察，発言，図解シート） 


 単元の学習が振り返りやす
いように学習内容や思考過程
を図解で示したり，友達の発表
を聞かせたりする。 


技
能
・
表
現 


図解シートや資料を活用し
て自動車づくりの過程を振り
返り，自動車がわたしたちの生
活に果たしている役割や環境
にやさしい車社会について自
分の考えを書いたり発表した
りしている。 


図解シートや資料を活用し
て自動車づくりの過程を振り
返り，自動車がわたしたちの生
活に果たしている役割につい
て自分の考えを書いたり発表
したりしている。 


（図解シート，発言） 


 なかなか書けない児童に対
しては，「学習してわかったこ
と」「学習して思ったこと」「こ
れから考えていかなければな
らないこと」などを順序立てて
書くように指導する。 


 


わたしたちの生活と自動車のかかわりを考えよう。 


図解シート活用 
・授業で使用した図解シートを基


に，単元を振り返させる。 
・学んだことと自分たちの生活をか


かわらせて自分なりの考えを書


かせる。 







 
‐資 23‐ 


第３時使用の図解シート 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


課題 


まとめ 


予想 


 


学び合い 


自動車が次々につくられるひみつを図に表して考えよう。 


プレス 


 


   番 氏名   


次々とつくられるひみつは？ 順 序 


【補助資料５】 







 
‐資 24‐ 


４時間使用の図解シート 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


課題 


予想 


学び合い 


まとめ 


部品の流れを図に表して考えよう。 


自分でどんどん矢印や言葉をつけくわえて書こう。 


矢印はどんなことを説明しているのか考えて書こう。 


 


 


自動車工場 


   番 氏名   







 
‐資 25‐ 


第５時使用の図解シート 


 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


課題 


予想 


学び合い 


まとめ 


自動車が消費者のもとに届くまでの流れを図に表して考えよう。 


消費者 


自動車工場 


（完成された自動車） 


   番 氏名   







 
‐資 26‐ 


第６時使用の図解シート 


 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


  


課題 


まとめ 


   番 氏名   


海外生産が増えたわけを図に表して考えよう。 


海外生産が増えたわけ 







 
‐資 27‐ 


第７時使用の図解シート 


 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


  


課題 


まとめ 


未来の自動車 


   番 氏名   







 
‐資 28‐ 


第９時使用の図解シート 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 
 


つくり方 


（第３・４時図解シート） 
運ばれ方 


（第５時図解シート） 


未来の自動車 


（第７時図解シート） 


世界に広がる工場 


（第６時図解シート） 


 


まとめを書きましょう。 


（自動車づくりの学習をして思ったこと。わたしたちの生活と自動車をかかわらせて考えたこと。） 


   番 氏名   





